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SessionmJapanesel/Room5B12,Bld.No.5
23Sep.(Sat.)13:00･15:05

日本語自由論題1 (5B12教室）

9月23日 （土） 13:00.15:05

ヒンドゥスターニー音楽のリズム奏法一ペルシャ語音楽書からみる北インド音楽文

化の融合-TheRhythmicRenditionsofHindustaniMusic:TheFusionoftheMusic
CultureinNoIthernlndiaasObservedinPersianTreatisesofMusic

[氏名］井上春緒

[所属］京都大学人文科学研究所

［報告要旨］

本報告では、北インドの古典音楽であるヒンドウスターニー音楽のリズム演奏の特徴を、北イ

ンドにおける音楽文化の融合という観点から分析し、明らかにする。

インド古典音楽には南インドを中心に発展したカルナータカ音楽と北インドを中心にして発展

したヒンドウスターニー音楽の二つの音楽様式がある。これまでの研究では前者は比較的サンス

クリット古典音楽文献に書かれている理論を保持しているのに対し､後者は13世紀以降のムスリ

ム王朝の宮廷内における西アジアや中央アジアの音楽文化との融合の中で、新たな音楽様式とし

て変容したとされてきた。 しかし、これまでのインド音楽研究においては北インドにおける音楽

文化の融合の具体的実体については、解明されてこなかった。その理由は、サンスクリット語音

楽書を偏重する傾向から、 13世紀以降に書かれたペルシャ語音楽書の内容が分析されてこなかっ

たことと、音楽書に書かれた理論的内容を音楽実践と関係づけるような研究がされてこなかった

ことにある。

本報告では13世紀から18世紀に書かれた主要なペルシャ語音楽書の内容から特にヒンドウス

ターニー音楽のリズム理論ターラに関する記述を摘出し､その具体的に意味する内容を考察する。

最初にターラを理論化するために使われている音楽用語とリズム型の数々をあげ、それらの表す

意味を明らかにする。次に、音楽書を並列的に比較し、時代ごとにどのような特徴があり、それ

がどのように変化してきたかを分析する。最後にペルシャ語音楽書に書かれたターラの理論が、

現在のヒンドウスター二一音楽のリズム演奏とどのような関係にあるのかを、北インドを代表す

る打楽器タブラーの奏法を分析することで明らかにする。

本研究であつかうペルシャ語音楽書は以下の6冊である。

1） 『グンヤト・アル・ムンヤGﾙz"Z)ﾉaraLMi"りﾉロ（欲望の歌)｣ (1374-5)

2） 『ジヤーミ・アル・アルハーン""@q/-,4"ia"(音楽百科事典)｣ (1413)

3） 『ラハジャート・イ・スィキャンダル・シャーヒーLq""-iSika"ぬγsﾙ肋『 （スィキャンダル

王朝の言葉)｣(1489-1517)

4） 『リサーラ・イエ・カッラーミッヤR極肱ﾂiKt"匂"M)I)ﾉα（カラーミーの書)J (1582)

5） 『タラーナ・イエ・スルールZZJ液"αﾂﾉa""(歓喜の歌)J (18c)

6） 『リサーラ・イエ・ハッジー・ジフリー・イスファハーニー・ダル・ファンネ・ムースィー

キー（音楽の技芸についてのハッジー・ジフリー・イスファハーニーの論考)Rib""-iM"

HMsの"'ZMJ"『賊zh""『ぬJ･Fb""-eA"呵刈(1787-8)

結論では、 ヒンドウスターニー音楽の成立過程において、ペルシャ的な音楽要素が重要な役割

を果たしたことを確認し、どのような研究を行うことによって前近代のヒンドウスターニー音楽

の実態にさらに迫ることができるのかという今後の展望について述べる。
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SessionmJapanesel/Room5B12,Bld.No.5
23Sep.(Sat.)13:00･15:05

日本語自由論題1 (5B12教室）

9月23日 （土） 13:00.15:05

血か財産か－ガヤーワールの親族体系

BIoodorproperty:kinshipsystemoftheGayaval

虫賀幹華

イラーハーバード大学、古代史・文化・考古学学科、博士課程

祖先祭祀の執行に適した場所であるとされる、ビハール州南部のヒンドゥー教の聖地ガヤーに

は、巡礼者を世話して布施を受け取る権利をもつ地元の聖職者「ガヤーワール」がいる。彼らは

族内婚の規則を遵守し、聖地の聖職者たる血筋を維持している。

20ヶ月間のガヤー滞在中､発表者は現存するガヤーワールのすべての家系を調査した｡そして、

1916年に出版されたあるガヤーワールによる著作にまとめられている103の家のうち、どの家が

絶え、どの家が現在のどの家系として続いているのかを明らかにした。本発表の議論は、ガヤー

ワールの家系一覧を作成する上で直面した困難に端を発する。

血筋を重視するはずのガヤーワールは、他方で、血縁関係に無頓着にみえた。この傾向は、従

来の親族研究に対する70年代以降の批判に鑑みるに、親族研究に有益な例を提供するといえる。

すなわち、ガヤーワールの親族体系は、生物学的絆に基づく西欧的親族観では捉えられず、また

社会的文脈から切り離された実体として扱うこともできないのである。

ガヤーワールの家系の把握を困難にしているのが、巡礼者に対してシンボルとしての役割を果

たす彼らの名字である。巡礼者は、それぞれの出身地域を担当するガヤーワールを、その名字を

頼りにして探す。ガヤーワールのある家系が絶えたとき、土地や家などに加えて、特定の地域か

らの巡礼者の世話をする権利も、別の家系に移譲される。権利を引き受けたその家系は、その地

域出身の巡礼者には、 自身の姓ではなく引き継いだ家の名字を名乗る。ある家系の一部が、引き

継いだ家に住み、仕事も別々にするようになる。時がたつと、巡礼者に対してだけではなくガヤ

ーワール内部でも、引き継いだ名字でこそ知られるようになっていく。 1916年出版の著作に掲載

された103の「家」とは、血縁集団ではなく同じ財産を共有する集団のことである。

他方で、ある人が亡くなった時、別々の名字で知られるようになっていても7世代の間は家系

の全成員が10日間の喪に服すことになる。もとの家系との関係は維持したまま継承した財産の名

字を名乗るだけではなく、ゴートラすなわち血筋自体を変化させる特別な儀礼を行い、別の家の

養子になる場合も、稀ではあるが存在する。ガヤーワール自身も、血縁関係をもつ集団のことは

「ゴーティヤー（ゴートラを同じくする者)」や「カーンダーン（家系)」 と言い、財産を表す名

字「ガッディー（地位)」 と区別している。

しかしながら、すべてが規則通りに行われるわけではない。養子でなくともゴートラを継承す

ることは可能である。禁忌であるはずのゴートラ内婚が、財産を継いだ家のゴートラを使用する

ことで決行されるのである。逆に、養子になったあとでも生家との関係は維持され、喪の期間を

共有する。そして、別の家の財産を継いだあと7世代ほどの「十分な時間」がすぎると、もとの

姓とゴートラは忘れられていく。本発表は、巡礼者相手に仕事をすることを通して自身の素性ま

で変化させてしまうガヤーワールの親族体系を紹介して、 ヒンドゥー教の聖職者研究および親族

研究に寄与することをめざす。
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SessionmJapanesel/Room5B12,Bld・No.5

23Sep. (Sat.)13:00-15:05
日本語自由論題1 (5B12教室）

9月23日 （土） 13:00-15:05

インド都市部におけるR/rE法施行と私立幼稚園入園競争

EnfbrcementofRTEActandSevereCompetitionsfbrNurseryAdmissioninlndiancityAreas

牛尾直行

順天堂大学スポーツ健康科学部

1． はじめに

インドでは近年、RTE法(2009年成立、

2010年施行、無償義務教育に関する子ども

の権利法)の施行にともない､都市部などでの

非補助私立幼稚園への入園競争が高まって

いる。本報告は2010年代インド都市部にお

ける私立幼稚園入学競争の様子を、RTE法

の成立・施行と併せながらその制度的要因に

ついて考察する試みである。

条件整備をする義務があることを明記して

いる。注目すべきは、公立学校(Government

SchooDだけでなく、非補助私立学校

(UnaidedPrivateSchooDも25%の割合で社

会的弱者層（これまでは入学させてこなかっ

たような児童・生徒）を受け入れなければな

らないと規定したことである。本来、 この

25％ルールは第1学年から第9学年までに適

用される規定だが、私立幼稚園にまで同ルー

ルが適用されている。その事情を当初は私立

学校が25％ルールの適用から逃れようとし

たこと、インド中央政府が私立幼稚園の入園

には25％ルールは適用しない旨の通知をし

たことなどの分析を通して明らかにする。

また、法的にはどのような規定が存在して

いるのか・していないのか分析をし、非常に

脆弱な根拠のもとにこの入園競争が続いて

いることを明らかにする。

2. WarOnNurseryAdmissions

近年、デリーなどの大都市圏では、熾烈な

私立幼稚園の入園競争が続いており、次年度

の幼稚園入園基準が発表される12月ごろに

は、常にその話題が新聞などのニュースにな

っている。これはRTE法の施行と深く関わ

っている｡RTE法は全インド各州に初等教育

と前期中等教育の就学を義務付ける規定で、

本稿が検討の対象とする就学前教育につい

ては当初義務付けていなかった。 しかし、後

述のようにRﾉIE法が非補助私立学校にも社

会的弱者層の子どもも一定割合の受け入れ

をしなければならないとしたことにより、非

補助私立小学校の入学競争が激しくなり、結

果としてその下に続いている付属の非補助

私立幼稚園への入園競争が熾烈になってい

る様子を記事にしているわけである。

4． 都市部における私立幼・小の接続

最後に、 2017年春、報告者がタミル・ナ

ドウ州チェンナイ市で実施した調査から私

立幼稚園入園競争が激化している事情を考

察する。第一には、私立幼稚園の入園が私立

小学校の学籍確保と大きく連動していると

いう幼少の縦の接続という事情がある。第二

に、入学者枠の設定でマネジメントシートや

兄弟枠、同総枠と呼ばれる関係者への関係者

への学籍留保の割合が多いという斜めの接

続関係が強いことを指摘できる。

上記のように、本報告では私立幼稚園入園

競争激化の要因を教育制度上の接続関係と

いう視点から考察し、まとめとする。

3． 幼稚園への25％ルールの適用

RTE法とその翌年(2010年)に成立した

RTE施行規則は、すべての6歳から14歳ま

での子どもはその基礎教育を修了するまで、

近隣の学校で無償義務教育を受ける権利が

あると明記し、国や州、保護者にそのための

3



SessionmJapanesel/Room5B12,Bld.No.5

23Sep.(Sat.)13:00･15:05
日本語自由論題1 (5B12教室）

9月23日 （土) 13:00･15:05

第12次五カ年計画ガイドラインの概要とブータンの開発課題

山田浩司

(独）国際協力機構

現行五カ年計画が2018年6月で終了を迎えるブータンでは、現在、国民総幸福量委員会

(GNHC)が取りまとめ役となって第12次五カ年計画(2018-23,以下12FYP)の策定が進ん

でいる。既にGNHCが公表している策定ガイドラインによれば､現国王がこれまで行ってきた発

言、 「ビジョン2020｣、憲法、 「GNH戦略」 (2008)、2015年GNH全国調査結果、 11FYP中間レ

ビュー結果､SDGsなどのグローバル開発目標､ステークホルダーとの協議の結果等を踏まえ､｢国

民総幸福量(GNH)の最大化」という最上位目標達成に向け、具体的に5年間で達成すべき目標

と達成手段を定めた計画と位置付けられている。

目標は、 「地方分権化を通じ、公正かつ調和の取れた持続可能な社会」を実現することと定めら

れ、その達成に向けた国レベルの主要取組み領域(NmA)を16領域設定し、これを実現するた

め、中央政府が取り組むべき主要達成領域(AKRA)、地方政府が取り組むべき主要達成領域

(LGKRA)、複数の政府機関にまたがって取り組む「フラッグシップ・プログラム」の3つの枠

組みで成果達成に向けて取り組むとされている。

また、これまでの五カ年計画実施上の教訓を踏まえ、 目標達成への取組みの効果を向上させる

ために、各機関取組みに際しては「3つのC」－「調整(Coordination)」 「強化(Consolidation)」

「協働(Collaboration)」を共通理念として重視する。 「調整」 とは政策・制度間の重複や不整合

の解消、 「強化」は新規インフラ開発から既存インフラの維持管理への移行、 「協働」は民間セク

ター、市民社会との連携強化を意味する。

次期五カ年計画の特徴として、NKRAの16領域が、GNH概念枠組みの9領域にまたがって紐

付けられ、明確にGNHの最大化を上位目標に位置付けていることが伺われる。NKRAとその達

成状況を示す主要パフォーマンス指標(KPI)は既に固定され､各政府機関及び地方政府は､NKRA

を踏まえたAKRA，LGKRA達成のための具体的な活動計画策定に現在取り組んでいるところで

ある。年内には計画最終案が出来上がる見込みである。

12FYPの課題として挙げられるのは、以下の点である。①複数省庁・機関にまたがるNKRA

の推進体制において取り纏め機関が公平な調整を行うことができるのか、②地方に手厚く予算配

分して地方分権化を進める方針に地方政府のキャパシティが応じられるのか、③成果モニタリン

グに必要な指標データ収集能力､特に、ジェンダー､障害者等の属性による分解(disaggregation)

が可能な形で収集する能力をいかに高めるか、④フラッグシップ・プログラムの候補プログラム

の妥当性、⑤水力発電事業の工事遅延がもたらす財政収支への影響、⑥経済多角化に向けた具体

的方策。

2018年にはUNCTADの審査が予定されており、ブータンはLDCステータスから卒業する見

込みである。しかし､GDPは20億ドル程度で､経済は依然多様性に乏しく､若者の失業率は13.2%

にも達している。贈与ベースでの外国援助が受けづらくなることが予想される中、 12FYPでは、

自立に向けこれまで以上に真筆な取組みが求められる。
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日本語自由論題1 (5B12教室）

9月23日 （土) 13:00･15:05

英領時代北インドにおけるムスリム聖者廟の運営規則制定について

BritishAdmimstrationandMuslimShrmemlndia:AcaseofSayyidSalarMasudDargah

［氏名］二宮文子

[所属］青山学院大学

[報告要旨］

本発表では、イギリス統治時代における聖者廟管理の一局面を取り上げ、宗教施設に対するイ

ギリス行政のアプローチの分析を行う。現ウッタル・プラデーシュ州バフライチ在にあるサイイ

ド・サーラール・マスウード（通称ガーズイー・ミヤーン）廟は、中世から巡礼地として知られ

ており、直接統治開始からイギリス当局の関心を惹いていた。サイイド・サーラール・マスウー

ド廟の従来の管財人（ムタワッリー、ハーデイム）らの管理体制や行政への対応の不備から、 1870

年代には､行政が委員会を設置してこの聖者廟の資産管理を行う体制が整えられた｡この処置は、

当該聖者廟が「cosmopolitan」であり特定の宗教性によらないため、ReligiousEndowmentAct (Act

XXofl863)の適用外とされるという行政の判断によって進められたものであった。 しかしその

後、司法がその判断を違法としたことから、イギリス行政は廟の管理体制の変更を迫られ、新た

な運営委員の選出や職務に関する規則を改めて作成した。 1899年から1902年にかけて、サイイ

ド・サーラール・マスウード廟があるバフライチの行政官、それを管轄するファイザーバードの

行政官、連合州政府の間でこの規則が検討された過程は、総務部(GeneralAdministration

Department)の文書として残されている。この文書から、サイイド・サーラール・マスウード廟

の新運営委員会規則の制定過程について検討していきたい。
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23Sep.(Sat.)13:00-15:05
英語自由論題1 (5102教室）
9月23日 （土） 13:00-15:05

NATURALDISASTERSANDACADEMICPERFORMANCE:EVIDENCEFROM

2015NEPALEARTHQUAKE

JeetSapkota

UniversityofTbukuba

Naturaldisasterscanhaveverysignifcantnegativeimpactsondiffbrentaspectsof

peopleandcommumties.Education,particularlythestudents'academicperfbrmanceisnot

anexception.Notablyiadverseimpactsonstudents'perfbrmancearemoreunfbrtunateasit

leadsverylongtermeffctsontheexposedcommunityandtothenation.Thispaper

exammestheeffectsofthe7.8magnitudeearthquakethatstruckcentralNepalon25April

2015onstudents'academicperfbrmance.

Forthispurpose,aquestionnairesurveywasconductedamongallthel89students

ofgrade･8andgrade-9whoarepresentedmtheclassdurmgthesurveyatthetworemote

schoolsofSindhupalchokdistrict,whichwasthehardesthitareabytheearthquake.

SurprisinglMwefbundthatthestudents'fnalexamscoremcreasedby3%inoveranasshown

mFigurel・Theaveragescoresintheothermamsubjectswerealsomcreasedsignifcantly

Althoughitisunusualtofnd

suchimprovementsafersucha Figurel:Students'finalexamscorebeforeand
aftertheearthquake(inpercentage)massivenaturaldisaster> two

reasonsare identifedbehind an BBefOreEQmAfterEQ
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than･55%students saidthat Totalgrade Math Science En9lish Sociaismdies

theycareandvaluetheirown

life, famnMandsocietymorethanbefbretheearthquake.Second, itisrevealedhomthe

mterviewwithteachersthatthequestionsweresetrelativelyeasierthanbefbretheEQto

compensatetheadverseenvironmenttostudyathomeandschool.

There isahighvariationofstudents' academicperbrmanceacrossgender,

caste/ethmcityandeconomicstatusoftheirfamilyTheseflndingsareusehllfbrschool

afimimstratorsandteachertosafbguardthestudentscomeshomthelessadvantagedsocial

andculturalgroupsandthepoorerfamilybltisalsoequallyimportantfbrpohcymakersto

designlocalaswenasnationalpolicyaddressingeducationalproblemsduringandaferthe

bignaturaldisasters.
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BemgNRIintheArabGulfStates:AnAnalysisofCasesmKuwait
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Thispaperaimsatexaminingthecategoxyof"NRIOWon･Residentlndian)"mthe21stcenturym

relationtocitizenshipandnationbyanmyzingethnographicdatamKuwait.

Inordertoregulatetherelationshipwithoverseaslndians,thegovernmenthrstmtroduced"NRI"

categomymthel970sandlater"PIOPersonoflndianOrigin)"・RecentlyOCI(OverseasCitizensofIndia)''scheme

wasimplementedand@PIO"wasabolishedm2015.Theyaremainlymrutilizingtheeconomicpowerofoverseas

Indianshrthedevelopmentofthenation-state.AccordingtothestatisticsoftheMinist.PyofExtemalAEirs

updatedmDecember2016,thetotalnumberofthepopulationofoverseaslndiansisnearly31million,amongthat,

13millionareNRIs.65percentofNRIsstaymtheArabGulfstates,namelyBahram,Kuwait,Qatar,Oman,

S2''diArabiaandtheUnitedArabEmirates.

Althoughthegeographicalproximityledtothemobilityofpeoplebetweenthelndiansubcontinentand

theGulfregion,amajornowoflaborbomthefbrmertothelatteroccurn泡domyaaertheeconomicprosperityof

themdependentGulfstatesbasedonoilmthel970s.SmcethentheArabGulfstateshavedependedonmigrants

assldlledandnon･RM11edworkers・Theydevelopedumque"rentierstate"model,mwhichtherevenueffomrents

tnandgasrevenue)isallocatedamongthenationalssothattherulerscangainloyaltyofthepeople.Ontheother

hand,migrantsareexcludedhomthebenefts.Althoughtheycanenjoyhighermcomethanmtheirowncountries,

theyaremprinciplenotcon企rredcitizenshipregardlessofhowmanyyearstheystaymthecountries.TheA洩盆"

(sponsorship)systemrequiresthemtorenewvisaeverytwoyears.

Amajorityoflndianmigrantworkershavebeenmale,bemgengagedwithblue-conarjob,becausefwer

jobopportunities(paramedics,nursmg,manubcturing,teaching,entertainmentanddomesticservice)havebeen

openhrwomen.Keralausedtobethemainsendingstateofmigrants・Notodyunskinedworkers,butalso

semi･skinedandprofssionalworkerscrossedtheArabianSeahPomthestate・ButrecentlyUttarPradeshstarted

tosendalargernumberofpe叩le,mosdy,unskinedworkerstotheArabGulfstatesUainandZachariaOommen

2016).Asdemandhrmoreskinedworkersstartedtogrowmthelatel970s,somebegantobringtheirwivestothe

Gulfcountries.Astheyprolongedtheirstay,sometimeshrtwentyorthirtyyears,Gulf-bornsecondandthird

generationappeared.AlthoughtheywerebornandbroughtupmtheArabGulfstates,theyarenotallowedto

havecitizenship.Oncetheylosevisa,theyarebrcedtoleavethecountryoftheirbirth.

Inthispaper,theemeriencesof"bemgNRI"hrlong-termresidentsmtheArabGulfstates,especiany

casesmKuwaitwillbeexammed.Inthecourseofheldwork,thepresentauthormundoutthatthelWaltyofthe

frstgenerationofmigrantsstillheswithIndiaandmanyofthemhopetogobackhomeanerretirement,while

secondandthirdgenerationaremoremclinedtostaymKuwaitormovetoothercountries.Whatdoeslndian

citizenshipmeanmrNRIChndren?Whataretheireducationandcareerprospects?

M企璽､唾

Jain,PrakashC.andZachaniaOommen,Gmu(eds.). (2016)."""4s虚〃〃傘"mn"Gum.“【"tnes:""zgyr

恥此お島珪we"menfNewYbrk:Routledge.
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NetworksandClusters:AStudyofGrowthofSmallEnterprisesinlndia

JesimPais

SocietyfbrSocialandEconomicResearch,NewDelhi

Theimportanceofsmallenterprisesmeconomicdevelopmenthasbeenofmterest to

policymakersaswenasresearchersfbrmanydecades.SmcesmaUenterpliseshavebeenrecogmzed

asamajorsourceofemploymentandincome,variouspolicymeasurestosupportsmallenterplises

havebeenprovidedmmanydevelopmgeconomies.

Indiaisuniquemthesensethatitwasoneofthefirstcountriestodisplaysuchaspecialconcem

onsmanenterprisesmthel950s,befbreitbecamefashionablemrestofthewoddmthel970s.

Smcethen,IndiangovemmenthasimplementedawiderangeofsupportiveandprotectivePolicies,

suchas reservations fbrcertainproducts tobemanufacturedmthesman-scalesector>mx

concessions,creditassistance,clusterprogrammeandpreferendalprocurementbythegovernment,

someofwhichareseldomfbundmothereconomiesOiohan2002;McPhersonl996).

However,itisimportanttonotethatthegrowthofsmallenterprisesmlndiaislimitedanda

majolityofsmanenterpxisesdonotexpandtheirbusmess.Inthispaperlweexaminethefactors

affeclingtheBrms'growth,usingtheunitleveldataof4thalllndiaCensusofMicro,Smalland

MediumEnterptisesMSME).

FonowingthePrevioussmdiesmthenteratureongrowthofsmaUenterptises"eadand

Ijedholml998;NichterandGoldmark2009;HavnesandSenneseth2001;McPhersonl996;Park

etal.2010,weidentifythefburWpesoffactorsaffectingErms'growthmthecontextoflndia:(1)

Firmcharacteristics; (2)Entrepreneur'Ssocio-economiccharacterisdcs;(3)Networks;(4)Busmess

erwironmentsurroundmgsmallenterprises.

CoadandThmvadaCO12)andDeshpandeandSharma(2013)examinethedeterminantsofBrm

growthandvaliousWpesofbarriersfacedbysmanenterplisesmlndia.AIsoKatrak(1999)and

Martinetal. (2017)examinetheimpactofreservadonpolicyonemploymentandgrowth.Our

PaPerisanattemptatunderstandingtheimPactofnetworksmcludingnaturalclustersand

governmentinitiatedclusterdevelopmentprogrammesongrowthandperfbrmance.Ⅵ七Endthat

ErmsbelongingtoclustersthatemergenaturaUyregistersigniEcandyhighergrowth,whileErms

belongingtoclustersthatarecreatedanddevelopedby出egovemmentregistersig1i6cantlylower

growth.ThisseemstomdicatethatclustersmlndiamightbelikeclustersmtheThirdltabrm

whichvolunteeringmutuanycompeddveandcooperalivetraitsaredijvenbynetworkedsmall
fi1･ms.

Amongothercontrolvariables,wenndthatmorefbrmalErmshaverelativelyhighergrowth

rates.Firmsownedbymembersofmarginalizedcommumlies (SC,STandOBC)registered

sP1incantlylowergrowthcomParedtoarmsownedbyothercastes.TheseEndingsaremlinewith

othersimnarsmdiesm出eliteramre.However,contrarytotheEndingsofothersmdies,weEnd

thatfemaleownedenterprisesgrewatrateshigherthanmaleownedenterpiises.
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EstimatingRegionalRemrnstoEducationinlndia:

AFreshLookwithPseudo-PanelData

TakahiroSato佐藤隆広

ResearchlnstimtefbrEconomicsandBusinessAdministration,KobeUniversity

神戸大学経済経営研究所

Thisstudyanalyzestheeffectsofsocio-economicfactorsontherealwageratesfbrmaleworkersin

Indiaovertheperiodl983to2010・ Inparticulal;weexaminetheroleofhumancapitalbyestimating

theMincerianwageequation・Weconstructaregionallevelpseudopaneldatasetfbrouranalysis.Our

findingsshowthatwhiletheretumtoprimaryeducationisremarkablyhigh,thereturnstoothel;highel;

levelsofeducationareequallyremarkablylowfbralloflndiatakentogethel;becomingprogressively

soasthelevelofeducationincreases.Thesefindingsareincontradistinctiontothoseoftheother

smdiesonreturnstoeducationinlndia,allofwhich,howevel;haveleliedoncross-sectionaldatafbr

theiranalyses・Wealsofindrelativelylittleeffectsofcaste,tribeandreligiononrealwageratesin

India,suggestingthatthatthesefactorsmaynotbeasimportantasissometimesbelieved.
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AStudyon'IransitionofGarmentSectorinBangladesh

MitsukiFUkaSawa

AssistantProfessorJbyoUniversity

ThispaperattemptstoarticulatehowBangladesh'sgarmentsectorhasbeen

changingsmceRanaPlazamcident,byexaminingtheactiontakenbyapparelbrands

andBangladesh'sgovernment.Indomgso,itisassessedifthisindustrycanavoidfalhng

intoaviciouscycleof"racetothebottom."

Bangladeshhasperfbrmedhigheconomicgrowthasready-madegarmentsector

takesanexclusivelyvitalroleinitseconomybBothfastfashionbrandsandBangladesh's

governmentbenefthomthisindustryiandthishadnotchangedbebreorevenaner

RanaPlazaincidentin2013,whichmarkedtheworstgarmenttragedyinhistoryb

Fromthecorporation'sside,thebeneftishundinthelabourcost,whichismuch

lowercomparedwithothercountriesandexpectedtoremainsoincomingyears.From

thegovernment'sside,thebenehtlaysonemploymentgeneration,especiallyinlabour･

intensiveindustry,sothatitabsorbsabandonedlabourbrceshPomthecountrysideand

transfbrmsthemintopaidworkers.

'Ibmakesurethatthesebeneftsdonotcauseaviciouscycleof"racetothebottom''

intheindustry, itisvitalimprovingthe允llowingtwofactors;frstlybtoupgradethe

garmentindustryifbrinstance,toimprovetheapparelsupplychainandtosourcetheir

rawinputswithoutrelymgonimportedmaterials;andsecondlyitospecifcallyimprove

worker'sright,liketoorganizeunions,bundsafetyandsofbrth.

Thus,thispaperpointsouttheactionstakenbymshionbrandsandgovernment

regardingtherefrredpointsaaerRanaPlaza.AdditionalMtheimprovementthathas

beenmademtheindustrysincethetragedyisaccessedasawholeandultimatelyithis

paperaimstoarticulatethetransitionofthegarmentmdustry.
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EducationalaspirationsamongsecondarysChoolstudentsmRural

Nepal

PramilaNEUPANE

UmversityofTsukuba

Manyscholarsarguethatstudents' educationalaspirationiSoneofthemost

importantfactorsoftheiracademicachievement(hrexamPle,Kao&'IYenda, 1998;Mau&

Bikos,2000).Smceeducationalaspirationsandattainmentsarecriticallyhnked,researchers

areinterestedinthempactofvariouscharacteristics(suchassociocultural,personal,family

related)onstudents'aspirations・Previousresearcheshavefbcusedonmctorssuchasgenderi

race/ethnicityi familybackgroundincludingeconomicConditionandparent'seducation

(Berzm2010;Gragetal., 2007).HoweverjmostofthestudiesfbcuSontheAmerican

population,withafwAficancases.Theremre,thispaperisanattempttoclosethisgapby

eXploringthedetermmantsofeducationalaspirationshomadevelopingcountryhomSouth

Asia,Nepal.

Aquestionnairesurveyof407studentswasconductedalongwithseriesofmterviews

andschool observations inthe sixsecondaryschoolsmmur selectedvmages of

SindhupalchowkdistrictofNepal.Thedataisquantitativelyanalyzedtohndoutthe

determinantsofstudents' educationalaspirations.Theresults showthateducational

aspirationiShigherinBrahmanandChhetri(socanedhighcastegroups)studentscompare

toJanajati (caste/ethnicgroupswhoareconsideredlowerinthetraditionalhierarchal

system)students.SurprismglMSnpistudents,whoareatthelowestrankofthecaste

hierarchyhavethehighesteducationalaspiration.Inaddition,studentshomriChermmily

backgroundhavehigheraspirationcomparetopoorermmilies.Moreoveriboysdesireahigher

levelofeducationthangirls,andmoreboysprefrtechnical/Vocationaleducationthangirls.

Thehndmgsahorevealthatparent'shighereducationlevelhasapositiveimpacton

chndren'seducationalaspirations・Thehndingsareusehllbreducationalpohcymakersand

donorcommunitieshrdesignmginclusiveeducationponciesanditsimplementation.

Selectedrefrences:

Berzin, S､C・ (2010),Educationalaspirationsamonglow-incomeyouthS:Examimngmultiple
，

conceptualmodels,"ZM℃"&j%boo心弧2),112-123.

Garg,R.,Kauppi,C､,Lewko,J.&Urajnik,D.(2002).Astructuralmodelofeducationalaspirations.

〃urnaJof･mz汐直r匪wemmen"M2A),87-108.

Kao,G.,&TYenda,M(1998).Educationalaspirationsofminorityyouth.Amezi""cbur"aJof.

Wu"tわn,IM3),349･384.

Mau,WC.,&Bikos,L&H. (2000).Educationalandvocationalaspirationsofminorityandfemale

students:Alon"tudmalstudybcﾉbur"alof･"ImseZmga"dLw廻勿7me""7R2),186-194.
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Govennnemvs.PrivateSchoolinPunjabPakistan:HowParentsPerceiveSchoolTbachers？

MomoeMakino牧野百恵

InstituteofDevelopmgEconomies(IDE-JETRO),Reseal℃hFellowアジア経済研究所研究員

AchievinguniversalprimaryedUc3tiOnisoneoftheMillenniumDevelopmentGoals(MDGs).Onone

hand,theprimaryenrollmentrateinSouthAsiancountrieshasimproveddrasticallyto94%in2012fi･om

75%inl999.Ontheotherhand,inSouthAsiancountries,oneoutofthreedropsoutofschool,and

enrollmentdoesnotnecessarilymeanlearning・Forexample, inPakistan,childrenwhodropoutofschool

befbrecompletingthethirdgradearefimctionallyilliterate,whichsuggests iowqualityofprimary

educationthatdoesnotaSsu1℃children'slearning.InpartiCulal;govemmentprimaryschoolisnotoriousfbr

teacherabsenteeism, loWmotivation,higherremunelation,andinefficiencyofchildren's learningas

comparedWithprivateschool.

Whyisgovemmentprimaryschoolmalfilnctioning？Thebiggestreasonmaybeteachers， incentive

problem,whichisthat,ingovernmentschools,teachersarepaidbasedonthesenioritysystemregardlesSof

theireffbltsandperfbnnance.Educationai refbnntowardenhancingschoolqualityiso廿enconsidered

6.politicallyunacceptable" inPakistan(Andrabi eta1.2008)．Howevel;giVenthatchildren'sparents

constimtethemajorityofvoters, itisnotclearwhether"politicalunacceptablenesg' isthereasonbehind

the laggededucational refbnn・ThepurposeofthisSmdy is tocOnfirmpal℃ntgperceptionabout

governmentandprivateSchoOlsandinvestigatethefactorsbehindlittleProgressofeducationalrefbnnin

Pakistanthatisindispensabletoalleviatepovertyandachievehighergrowth.

Thissmdypresentsfburmaiorfindings.FiIst,contrarytopopularbeliefthatthepublicsectorjobsare

competitiveandprivileged,privateschoolteachersaremoreeducatedthangovemmentschool teachers.

Second,wagesofgovemmentSchoolteachersaresubstantiallyhigherthanthoseofprivateschoolteachers,

controllingfbrgendel;age,experience,education,andtraining.Third,turningtothedemandside,male

childrenwithhigherpe1℃eivedabilityinhouseholdwithmoreeducatedparents,apolitician,andbetter

accesstomediaareless likelytogotogovemmentschool・Fourth,despitehigherwages,govemment

schoolteachersarelessevaluatedbyparentsoftheirsmdents・Parentswhoperceivethattheirchildismore

intelligenttendtomoreevaluatetheirchild'steachel;butevenaftercontrollingfbrpal℃ntaleducationand

child'sabilitylgovemmentschoolteachersarelessevaluated.Childrenwithapoliticianintheirfamilytend

togotoprivateschool,buttheirpalentalevaluationofteacherisnotdifferentbetweengovernmentand

privateschools.Apossibleinterpretationofthesefindings isthat ･locallyinnuemialpersonssuchas

politicianscouldputpressureongovernmentschoolteachers,buttheywouldnot,becausetheirchildrenare

inprivateschoolsatanyrate.

Refrence

Andrabi,Tahil;JishunuDas,AsimUazKhw可a,ThraVishwanath,andTristanZaionc.2008.Pq姉此､：

Leq"7"zgand"ｲcα"O"α/J4c"eve"ze"応加Pz"I/α6比〃ooAs(ZE4PSﾉ.WashingtonDC:WorldBank.
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Werethel9thcennⅢyi加血esmSoulhAsianatuIalphenomenonorman-made？

AWlicationofthisquestiontotheBerarFammeofl899

IaxmanD・Satya

LockHavenUmversityofPennsylvania,U.S.A

Duringtheninteenihcetury,theBritishcolomalistsandIndianNationalistsdebatedonthenaturme

andcausesoff加血esmSouthAsianlepost-colomalhismriograaphyhaspouredsomemkonhs

phenomemn.Ke"mgmviewthetheoreticalargumentsanddebates,thispaperwilllookmdepthat

theDeccanfamineofl899mthesixdistrictsofBIarmovmce. ItMⅡparticularlyfbcusonthe

impactofthisevemonthepeasantpopulationandalsoonthepeoplelivingmtheMIsofthislcgion.

Howdiverseandvariedwashsfhminemfnnsofitsimpactandassessmentlwillbeaquestion

plDbedinto.Thepaperwillalsostuudyrenefoperationsandtheireffectivenesshomtheperspectives

ofthestatteandnon-stateactors. Theunderlyingsocial, economic, poMcal, cultural, and

infastructuralaspectswmbeanalyzdmthecomextofpopularbeMefbandpracticesthaatmayhave

beenamecfdbyhsmacabreevent.
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［伝統的な陶器の技法を探る： 日本の方法を用いて］

DilmbaSharmin

DepartmentofJapaneseSmdies,SocialScienceFacultyj

UniversityofDhaka,Bangladesh

Summary:Potteryholdsaveryimportantplaceinarchaeologicalresearch・Potterytellsmanystoriesof

howitwasmadeandwhomadeit. Inthispaper,3distinguishedtypeofblackcoloredarchaeological

potsherdsofBangladeshwascollectedandanalyzedtounderstandthetechniqueofmanufacturingprocess;

onetypeiscalledGB"ckS伽ﾌed"tz7･eoJ"BS";secondtypeisnamedas""oriheFwB"ckPo雌ﾉIedPWFF

oγ肥P"'andthethirdcanbenamedas&Lqc9"erco"edpo"ery'.Thisthirdtypeisnotadequately

excavatedinallexcavationsandalsolacquerisnotuseinpresentdayBangladesh・Thepresenceoflacquer

coatedearthenwareinBangladeshneedsfUrtherresearch.Thesethreetypeswereassociatedwiththetime

spanof700BCE-300AD.ThistimeperiodcanbecalledGlateNeolithic'or6EarlyHistoricperiod'of

Bengalregion・Thesophisticatedscientificanalysesofpotteryhaveenabledarchaeologiststoevaluatethe

technologicalknowledgeofancientpeopleandtogatherimpoltantdataaboutthenamreofsomeofthe

culturalpatternsandcomplexculmralprocesses,Collectedpotsherdsofthisresearchwereverysimilaron

theirexteriorfeamres.

Inthisresearchthemanufacturingtechniqueofthearchaeologicalpotterywassmdiedonthebasisofthe

microscopicthin-sectionobservationwhichiscalled6PolishedThin-sectionMethod';themodemversion

ofthismethodwas introducedbyJapaneseProfessorDItFumioOkada・ ThepI℃paredthin-section

observationof6B"ck鋤耶ﾌed恥だ'wassuggestedasmoothblackslipisunifbnnlyappliedonthesurface,

givingafairlyshinyappearancebutminusthelustemNumerous:BlackSlippedWares'hasbeenfbundin

MahasthangarhandWari-Boteshwar siteofBangladesh.Thin-sectionsprepared廿omthecollected

potsherdsofNBPWweresuggestedthat,athick,twolayel℃dcoating(baselayermadefi･omclay)was

appliedonthesurfaceofNBPWUpperlayerwasmadefiFomnon-clayeymaterial.AIsoitcouldbesuggest

thatpottersofthatdayswereappliedanewtechniqueovertheirBlackSlippedWares(BSW),sothatit

couldbemorelustrous.Thisnewtypeiscalled6NorthernBlackPolishedWare'.Thinsectionobservation

ofthe6Lac9"eredpo"e"'suggestedthatthickmultiplelayeredcoatingwasappliedonthepotterysurface;

theselayersweremadefromnon-clayeymaterial.Scientificanalysisofthisculturalmaterial isimportant

notonlytodistinguishthetecmologyorcharacteristics,butalsotounderstandthespreadofregional

culmrerelatedtotheanalysedmaterial. InJapan,differenttypesofpotteryorearthenware,wooden

lacquel℃dohject,wallpaintingandotherarchaeologicalomectsareexaminedveysuccessfilllybythis

techniqueofGPolishedThin-section'.GPolishedthin-sectionmethod'whichwasappliedinthisresearch

couldmakeagreatimpactofthepotteryresearchofBangladesh;alsoculturalinteFrelationofSouthAsian

countriescouldbeenrichbyusingthismethod.
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GeneralSession/Room5B12,Bld.No.5

23Sep.(Sat.)15:15･17:15

共通論題(5B12教室）

9月23日 （土） 15:15.17:15

共通論題「移民」受け入れ国としての日本を問う一南アジア出身者の30年の変化

QuestioningmgrationpolicyofJapan-InviewofmigratiOntrendsfromSouthAsian
countriesoverthreedecades

基調講演

過去30年の日本における「移民」の受入一南アジア系外国人の長期的な傾向と労働市場の

関係から

KeynoteSpeech

MigrationpoUcyofJapanoverthrcedecades
丹野清人

首都大学東京

少子高齢化と人口減少が同時に進む日本では、わずかな景気の浮揚も労働市場に極めて

大きな影響を与える。年々新たに労働市場に入ってくる者が少なくなっているからだ。こ

うした事態が訪れることは何十年も前から明らかであったにもかかわらず､未だに抜本的

な対策を打つことを国はためらっている。

とはいえ、労働市場の逼迫は外国人労働者への大きな需要を作り出しており、 日本で働

く外国人労働者人口は2016年に100万人を超えた。この30年の間に、 日本にやってくる外

国人労働者の国籍や在留資格も大きく変化している。しかも、直近のIO年に限って言えば、

外国人労働者数の増加だけでなく、出身国の多様化にはきわめて目を見張るものがある。

近年の日本で働く外国人労働者の多様化に最も貢献しているのが､南アジアや東南アジア

から入ってくる者たちなのだ。

島国で徹底した入国管理を行う日本は､入管政策のわずかの変更が外国人に大きな影響

を与える。 日系人には2007年から定住ビザの更新の際に「素行善良要件（具体的には犯罪

歴がないこと） 」をつけたり、 リーマンショック後には一定の金額の毎月の収入と一年以

上の雇用継続保証がないと定住ビザを出さないというようことをしたりして、新たな入国

者の制限をはかりつつ帰国を促す仕組みを働かせるようになった。一連のこうした行政行

為は法の改正をすることなく行われた。その結果、2007年末におよそ31万6000人いたブラ

ジル人は4割以上の減少を見るに至っている。

この日系人に対する一連の施策の裏返しとして進んだのが､技能実習生及び留学生の労

働力化という問題であり、とりわけこれがいびつな形で進行したのが南アジア出身者であ

った。そのいびつさの典型が「偽装」難民問題である。 「偽装」難民とは、本来は難民で

はないが、 日本では難民申請を行うと、法務省の難民判定がでるまでは就労に制限のない

形で働くことができるようになり、難民判定に通常3年程度の時間を要することから、こ

の間の労働条件をよくしよう （収入の機会を大きくしよう）との意図とも結びついて行わ

れていると思われる行為だ｡外国人の側が制度の弱いところを意図的についてきたとみら

れがちな部分でもある。

しかしながら、これら日本政府の側の外国人管理の制度および外国人の側の制度をくくﾞ

り抜けようとする行為のいずれもが、長期的な人口動態上の変化から免れることはできず、

しかもこの制約はより大きなグローバルな経済成長の文脈のなかで行われていることを

本報告では論じていきたい。
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共通論題(5B12教室）

9月23日 （土） 15:15.17:15

GeneralSession/Room5B12,B1d.No.5

23Sep. (Sat.)15:15･17:15

事例1スリランカニ国間の経済社会関係と在日スリランカ人の30年の変化

SocialandeconomicIelationsandthethirtyyearsofimpactonSriLankanmigrantsinJapan

鹿毛理恵

東京福祉大学

日本が100年以上昔から貿易関係とともにスリランカと仏教交流を築いてきたこと、

1951年サンフランシスコ条約でのジヤヤワルダナ代表の友好演説、 l954年の日本のコロン

ボプラン加盟、スリランカの教科書で紹介される日本文化などによって、スリランカ人の

日本に対する興味は強かった。ほかにも、礼儀正しさや規律を守る姿勢、真面目さや責任

感、チームワークカ、轄理轄頓などの社会的価値観を持つ日本人たちの働きぶりを見て、

スリランカの人々の目に日本人がアジアのすばらしい友人のようにうつった。 l980年代頃

までは、純粋に日本の文化への関心の高さから、スリランカ人留学生たちが学びに来た。

しかし日本の経済社会が1980年代半ばから転換期を迎えはじめると、来日スリランカ人の

意識や目的に変化がみられるようになった。日本企業はアジア諸国を中心に海外進出を拡

大し、 日本人駐在員を送り込んだ。政府系機関や民間団体は巨額の援助資金と日本人スタ

ッフをもって国際協力を展開した。 日本人の海外旅行者数も急増し、 日本人の金銭感覚と

金遣いを見て、現地の人々は「日本人は金持ちだ」 と理解した。スリランカ人の目にも同

じようにうつった。

一方、 日本国内では経済発展と産業構造の変化の結果、 日本人は3K(きつい、きたな

い、危険）仕事を嫌がるようになった。さっそく日本の農村では花嫁不足が深刻化した。

そこで地方自治体と民間業者が仲介し、アジアの若い女性を花嫁として迎え入れるお見合

い事業を進めた。その第一号はスリランカ人女性だといわれる。彼女たちは高い技術力を

持つ日本で豊かな生活を夢見てやってきた。

日本の出入国管理法及び難民認定法（以下、入管法）は1990年改正で大きな転換期を迎

えた｡中小企業による外国人受入れが可能になった外国人研修制度(現在､技能実習制度）

がはじまったのもこの頃である。これらの受入業種は日本人が嫌がる3K仕事ばかりであ

った。スリランカ人は留学生の割合が高いが、この研修制度を通して来日するようになっ

た。しかしその数は東南アジア諸国と比べて極めて小さい。むしろ不法入国やオーバース

テイによる不法就労のスリランカ人の存在が目立つようになった。なぜなら来日を希望し

ても在留許可が下りないため、短期滞在型のビザで入国しオーバーステイする者、韓国か

ら密航してくる者などが増えたからである。

このほか、留学生の中には卒業後にビジネスを始めて、成功する者も出てくるようにな

った。 日本人女性との結婚で在留資格「日本人の配偶者」を獲得した者の中からも、起業

に成功して永住する者が出てくるようになった。日本での成功ストーリーがスリランカ国

内でも広まりはじめると、仲介ブローカーが言葉巧みに声をかけ、スリランカ人の中から

日本へ行って稼ぎたい、成功したいと夢を描く人々が増えた。

2014年は外国人労働者の受入政策が再び急展開した年であった。生産人口の減少や過疎

化などによる自治体消滅の危機､2020年の東京オリンピック開催などに向けた取り組みと

して、かなり現実味を帯びた政策が進められた。近年の日本の政策的な動きはスリランカ

国内のブローカーの間にも情報が入っている。留学生の数は2015年頃から急増している。

彼らの多くは日本語学校で学ぶl8歳から30歳ぐらいまでのあまり英語を得意としない層

である。彼らは日本で稼ぎながら日本語を学べると信じて来日してきた若者である。
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GeneralSession/Room5B12,Bld・No.5

23Sep. (Sat.)15:15･17:15

共通論題(5B12教室）

9月23日 （土） 15:15.17:15

事例2ネパール 「扉を閉じて、窓は開けっぱなしの国」へ一家族で目指す国、 日本

Acountryofopenwindowsandcloseddoors-Japanasadestinationfbrfamilymigrants
田中雅子

上智大学

インド・ネパールレストランやコンビニで、ネパール人と出会う機会が急速に増えてい

る。 日本で暮らすネパール人は10年間で約lO倍増加し、 2016年末時点での在留登録者は

67,470 (男43,134,女24,336)人と、 日本で6番目に多いグループとなった。資格別に見る

と 「留学」 （22,967人）が最も多く、 「家族滞在」 (17,471人） と料理人を含む「技能」

(12,480人）が続く。家族滞在には子どもも含まれており、 20歳未満の者だけで1万人を

超える。 1980年代後半に渡日したバングラデシュ人やパキスタン人の多くが男性単身者で

あったことと比べると、滞日ネパール人は女性や子どもも一緒に家族ぐるみで来る点に違

いがある。

ネパールから見た憧れの移住先は、アメリカ、カナダ、オーストラリアなどの英語圏で

ある。しかし、看護師など専門職のスキルや英語力を身につける必要があるため、渡航前

に教育投資ができる階層でないと夢は叶わない｡ベビーシッターとしても渡航できるドイ

ツなど非英語圏欧州諸国は、渡航後に現地語を習得する時間がかかるが、そのためのサポ

ートが得やすく、進学や就労のチャンスも大きい。だが、欧米諸国に渡航できる者は限ら

れている。就労目的の移住者にとって手ごろな行き先は、マレーシアや、カタールなどの

湾岸諸国とインドである。渡航費も安く、語学力や学歴も不問の場合が多いが、警備員や

家事労働者、工場や農場の労働者として厳しい暮らしを強いられるため、渡航には一定の

覚悟がいる。

日本と韓国は、欧米諸国と湾岸諸国やマレーシアとの間に位置づけられる。ただし韓国

への渡航には、語学試験に合格する必要があるため、 日本よりハードルが高い。 「留学」

資格で渡航でも日本語力を問われることがなく、料理人としての経験があるという書類を

提出すれば「技能」資格が与えられ、レストランの経営者や料理人として家族の呼び寄せ

がしやすい日本は、学費や仲介料さえ支払えるなら、 目指しやすい国である。

留学生や家族滞在資格者は週28時間の就労制限があるが、難民申請をすることにより、

審査期間中「特定活動」資格を取得する者もいる。上限を超えて就労し、雇用主と良好な

関係をつくって「技術・人文知識・国際業務」資格に、あるいはレストラン経営の費用を

貯めて「投資・経営」資格に切り替えるなど、 「永住権」の取得により近い選択肢がある。

職種を問わない「労働許可」制度はなく、門戸が閉ざされているように見えるが、借金を

してでも一旦入国してしまえば何とかできる日本のことを、 「扉を閉じて、窓は開けっぱ

なしの国」と楽観的に呼ぶ者もいる。しかし、 日本でお金以外に何を得たかを問うと、 日

本は必ずしもお薦めの渡航先ではないと言う。

30年前にネパールから日本に渡航した人たちは、留学生や技術者が多く、研修機関を終

えたらネパールに戻る人が大半で、留まるのは日本人と結婚した人くらいであった。本報

告では、30年間の滞日ネパール人の変化と同郷人組織の日本での活動に触れながら、彼ら

がホスト社会としての日本をどう見ているかを述べる。
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日本語自由論題2 （5102教室）

9月24日 （日） 9:30-11:35

Sessioninlapanese2/Room5102,Bld.No.5

24Sep.(Sun.)9:30-11:35

観光別上にともなう地域社会の変容と発展

一スリランカ南部州ヒッカドゥワを事例に－

NirmalaRanadnjle(ニルマララナシンハ）

立教大学観光学研究科・研究生

本研究は、スリランカの沿岸地域ヒッカドウワにおける地域住民の生活が、観光導入にともないどのよ

うに変化したのか、その地域社会が観光別上によりどのように発展しているのかを明らかにすることを目

的とする。調査の方法としては、諸外国・スリランカにおける観光に伴う経済的、社会文化的な影響に関

する文献調査、 ヒッカドウワでの聞き取り調査および参与観察を実施した。現地調査では、行政担当者、

観光事業者および非観光事業者を対象に聞き取り調査を行った。

1960年以降世界の各地域において、急激に行われてきた観光開発の観光影響は、正負両方の側面を持っ

ている。そのなかで、主に正の影響として雇用機会、個人的な収入の増加、地域のイメージ向上、生活水

準向上、社会参加をする意欲の向上、地域のサービスや施設などのインフラの改善などがあげられる。ま

た、観光による経済的効果が社会に拡大することによって新たな中流階級が創出されている。特に発展途

上国においては、女性と若年層が観光の影響を強く受けていることも明らかにされている。

一方、麻薬中毒、アルコール中毒、ヌーディズム、売春、芸術文化の破壊、犯罪、交通渋滞、環境破壊

などの観光地化による負の影響も生じていることが指摘されている。しかしながら、地域社会を変化させ

る要因は人々の観光活動だけではなく、マスコミ、都市化、通信手段と情報技術の発達、近代化などの他

の社会的な変化も地域社会に作用している。しかし、こういった社会的変化が登場する以前、観光開発が

なされた地域においては、単なる人の移動としての観光が強い影響力をもっていることがうかがえる。

スリランカ南部州に位置しているヒッカドウワも、観光地下によりこういった正負の影響を受けた観光

地である。 ヒッカドウワは観光開発以前、漁業やココヤシ殻繊維業、石灰作成業などの伝統的な生業を主

要としていた漁村であった。しかし、 1970年代における国際的な観光市場への参入以来、小規模な宿泊施

設や士産店などから観光に従事する人が鋤pし、スリランカの代表的なビーチリゾートとなった。

現在観光エリアでは、上記の伝統的な生業はまったくみられない観光産業をめぐる就業構造の変化に

よって、一面では働き方の変化も現れ、観光がかつての伝統的な生業より楽に働いて、大金を入手できる

手段として普及している。

ヒッカドウワにおける観光地化の過程、およびそれによる地域の変容と現在の状況を把握し、観光剛上

に対する観光事業者と非観光事業者の意識を分析したところ、社会・文化・経済面での影響がいくつか明

らかになった。それは、地域の経済発展と観光事業者の社会的地位の向上、女性のエンパワーメント、国

際観光客との交流による社会や世界に関する価値観・生活意識の変化である。特に、観光客と現地住民と

の国際結婚の出現とその増加が、現地における顕著な影響だと思われる。また、 1970年代すなわち観光が

導入され、急激な発展を遂げた時期は、観光開発による麻薬、アルコール中毒、売春、同性愛、ヌーデイ

ズムといった社会・文ｲ蹴な面での悪影響が強調されていたが、現在はそれよりも観光による経済的イン

パクトが目立ち、それは当該地域社会の発展につながっていると考えられる。
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24Sep.(S1m.)9:30･11:35

日本語自由論題2 （5102教室）

9月24日 （日） 9:30.11:35

インドにおけるチベット支援グループの活動展開

ExpansionofTibetSupportGroupActivitiesinlndia.

榎木美樹

名古屋市立大学大学院人間文化研究科

本発表は、近年活動を活発化させているインド国内に存在するチベット支援グループの活動に

照準し、チベット問題を支援するインド国民の民衆レベルでの取り組みの報告である。

チベット支援グループとは、 1959年以来難民としてインドに居住する亡命チベット人および中

央チベット行政府（いわゆるチベット亡命政府）をサポートする個人もしくは団体による活動の

総称である。チベット問題を支援する活動は、チベット人が難民としてインドに大量に流入した

1959年以降、政治の核であるデリーとその周辺で、知識人や人権活動家を中心に種々の支援グル

ープが発足し、多くの政治家も巻き込んで一定の影響力を持つに至るが、チベット問題の解決が

停滞するにつれその活動も減速していく。2008年のラサ騒動や続く北京オリンピック開催への反

対デモなどを契機に、インド・チベット双方の意識が高まり、再び活性化する。

そこで、本発表では、 1950-60年代に中心的役割を担ったチベット支援グループ人員の高齢化も

進む中、世代交代も視野に入れて、双方の動きが活発化していることにつき、チベット支援グル

ープの中でも､初期メンバーたるシニア世代の言説を中心に､その活動の変遷について報告する。

まずは、 20世紀前半の国際社会の動きに注目し、インド・チベット関係を整理する。インド仏

教徒の指導者であり、独立インドの初代法務大臣であったアンベードカルは、中国との国境をめ

ぐるインドの外交問題としてチベット問題を議論し、ネルー政権の実施する対チベット政策に批

判的に印・中両国の間に存する緩衝国としてのチベットの役割および民族自立と経済的正義の保

障を強調してきた｡;他方、歴代のダライ・ラマは、歴史的・文化的関連性を強調し、インドーチ

ベット関係を師弟関係もしくは叔父一甥関係に愉えてきた｡双方の政治的立場と施策を確認する。

次に、難民受入国としてのインドの役割を明らかにする。インドは難民条約および議定書を批

准していないながらも、亡命チベット人の最大の受入国である。現在、世界の亡命チベット人は

12万人、うち10万人がインドに暮らす｡難民の地位を決定し保護する法的な枠組みがない以上、

国境を越えてきた人々に対する処遇は政府の自由裁量に委ねられ、一般通念として難民という名

目で受け入れるが、受け入れ後インドに滞在する資格は外国人として対処されることとなってい

る｡亡命チベット人の在留資格を概観し､ホスト国における移動や活動の制限について概述する｡

最後に、チベット問題を支援するインド国民の民衆レベルでの取り組みを整理する。上述した

ような外交関係および法的地位の状況下では、ホスト国市民からの支援の取り付けが決定的な意

味を持つ。従来、国民会議派やインテリ層で組織されてきたチベット支援団体は、60年弱の時の

経過の中で変容している。初期の構成メンバーが高齢化したことによる世代交代も顕著である。

最近ではこれまで没交渉であったBJP(BharatiyaJanataPartyインド人民党）からのチベット

支持者も増えているという。こういったチベット支援組織の変遷について主にデリーやムンバイ

など情報発信力の高い都市部で活動を展開するインド人知識人・活動家への面会・インタビュー

成果をまとめ、チベット・サポーターとしてその名を知られるインドのオピニオンリーダーたち

によるチベット支援活動とその展開を報告する。
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フォード財団とインドの後天性免疫不全症候群AIDS(エイズ)NGO

"TheFordFoundationandlndianAIDSNGOs"

金澤玲子

エクセター大学院

インドのエイズ感染危機に対処する国際ドナーとインド市民社会のパートナーシップに関する歴

史的研究はほとんどない。グローバルヘルスに関する文献は主に国際保健機関（世界保健機関)、

開発機構（世界銀行）やこの感染症が拡大してから携わることとなった慈善基金団体(Bnland

MelindaGates財団）に焦点を当てている。 1しかしながら、インドエイズ危機の初期段階でこの

問題に積極的に取り組んだ慈善基金団体はフォード財団である。地元のNGOや社会科学研究機

関との既存の関係を踏まえて、フォード財団は1990年に資金援助を開始した。フォード財団

はエイズがジェンダー、セクシユアリテイ、差別、人権などに関する社会開発問題であるという

考え方をもとに、地域コミュニティーに近い草の根組織によって最も効果的に対応できるという

立場から資金援助を行った。 ロックフェラーアーカイブセンターで開催されたフォード財団の

HumanRightsandGovernanceProgramの記録を参考に、まず1987年から88年にわたり、

フォード財団が草の根組織に焦点を当てた社会開発戦略をどのように発展させたかを示す｡次に、

フォードが「NETWORKS」 と称した少数であるが信頼できる有力な市民社会組織をいかに立ち

上げたかを示す。

国際的な感染症コントロールプログラムの歴史および開発問題に関する文献で重要な視点は、 「健

康」 と 「経済発展」のどちらが先行するべきかに対する考え方の違い、である。世界保健機関や

世界銀行のような国際機関とフォード財団とインドNGOの対比を通してこの点についてこの報告

でみてゆくことにする｡世界保健機関や世界銀行のような国際機関は国家経済発展の阻害要因と

して感染病を見ており、感染症がどのように資源に乏しい途上国のGDPを後退させるのかに焦点

を当てていた。その結果、マクロ経済的枠組みの中で非常にトップダウンな公衆衛生政策が設計

された。それに対し、より小さな米民間企業慈善事業であるフォード財団はこれらの国際機関と

異なり医療に関する専門知識やワクチン開発などの活動を始めるための資金を持ち合わせていな

いことを認識していた。この制約の中でフォード財団は開発途上国の経済発展に感染症がどのよ

うに影響を与えるかについて、国際機関とは反対の見方、すなわちある特定の感染症をとりまく

社会問題を解決することが健康の増進につながる、という考え方をするようになった｡この結果、

フォード財団はエイズがどのように広範な社会的および人的資源開発問題に影響を与えるかとい

うアプローチに基づきインドのNGOを援助することとなった。すなわちエイズを「社会開発問題」

と捉えたのである。報告ではこの点についてより詳しく触れることにする。

ILinseyMcGoeyi"oS"ch7ﾙ"E"qF>℃eG拡励eG"esFo""m"o"α"dIhePI･jceqfP〃"α"rﾙﾉ℃ﾉﾘﾉ(London,
2015).
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デリーにおけるナガ系諸民族の若者の学生時代の引き延ばしについての考察

AninvestigationofyoungNagapeoplemDelhiandtheirextensionofbemgstudent

太田哲

多摩大学グローバルスタディーズ学部准教授

［報告要旨］

本発表はデリー在住のナガ系諸民族の若者が明確な目標もなく就学期間を延長している事象に

ついての研究報告である。

ナガ系諸民族はミャンマーと国境を接する地域、インド北東部に住む少数民族である。居住地

域の中心はナガランド州であるが、周辺のマニプル州、アッサム州、アルナーチヤルプラデシユ

州の山岳地域やミャンマーの一部にも居住している。ナガはいくつかのサブトライブの集合体の

総称であり、アンガミ族、アオ族、マオ族、ロタ族、タンクール族など様々なサブトライブが存

在する。山岳地域に居住していたため、インド文明との接触は限られており、独立した社会を営

んでいたが､インド亜大陸とビルマがイギリスの植民地になったことから、ナガ居住の山岳地域

もイギリスの緩い統治を受けた。インドがイギリスから独立する機にナガも独立国家樹立を模索

するがその希望は叶えられずインドの統治下となり、現在に至る。歴史的背景や、民族、文化的

な違いなどもあり、政治的自治や独立を希望するナガの人々も多く、インドの政治問題の一つと

なっている。

政治的な希望に反し、経済的観点においては、ナガ系諸民族の居住地域は経済的発展が進んで

おらず､産業も少ないため､多くの若者は高等教育への就学や就職のため大都市に流出している。

デリーは首都でもあり、大学も多くあることからデリーの高等教育機関に就学するナガの若者も

多い。本発表はデリー在住のナガの若者のエスノグラフイーを紹介し、若者たちの教育に対する

考え方、デリーという大都市に住む魅力、将来に対する思いなど、彼らの語りも述べる。それに

加え、近代化、グローバリゼーション、消費主義などの理論と関連させ、現在のナガの人々が直

面している問題点を考察する。

ナガの人々がインドに編入され近代化する以前は多くの人々の生活はナガ居住地域に留まって

いた。ナガ系諸民族の村には若者のための「モラン」 と呼ばれる施設があり、思春期に達した少

年は成人するまでそこで寝泊りをしていた。少女に対してもそれに類似する施設が存在した。こ

の制度は若者を一人前の大人へと成長させるための訓練機関であったが、近代教育の導入により

この訓練制度はなくなっていき、現在ではインドの近代教育制度に組み込まれている。それによ

って、かつての若者衆と成人という線引きは暖昧となり、特に都市部に移動した若者の中には｢現

在の状況をとりあえず維持し、続ける」ために、学士の次は修士課程、博士課程へとなんとなく

進んで行く者や、公務員採用試験を受けるためにコーチングスクールへ形だけ通い何回も受験し

ている若者も存在する。このように、以前であれば「大人」 として扱われる年齢に達している人

が学生生活を延長することにより 「若者」 としてその状態を続けており、大都市の消費文化を大

化している。本報告はこれらの人々に焦点を当て考察を行う。
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20世紀半ばスリランカにおけるアイデンティティ政治と非ゴイガマ・エリート

川島耕司

国士舘大学

シンハラ人社会におけるカーストは、インド社会のそれに比べればはるかに穏やかであり、見

えにくい。カーストは明らかにタブーとされており、公然と政治的動員の単位になることはほと

んどなかった。 しかしカーストが存在することは明らかであり、少なくとも過去においてはかな

りの程度の社会的、政治的影響力をもっていた。カーストと政治の関係はさまざまな視点から論

じうると思われるが、本発表では過激なナショナリズムや政治運動を主導した人々の多くが非ゴ

イガマ・カーストに属していたという事実に注目したい。たとえば、 1930年代にインド人移民排

斥を主導したA.E・グナシンハはヒンナー、 1980年代の反タミル暴動に深く関わったとされるシ

リル・マシューはワフンプラである。 JVPの指導層の多くはカラーワに属していた。なぜスリラ

ンカではカーストがタブーとされる一方で排他的なイデオロギーや政治運動に多くの非ゴイガマ

が関わったのか。20世紀半ばの政治とカースト、特にカラーワのエリートと政治との関わりをみ

ていく中でこの問題を考えたい。

ところで、 1956年におけるS.WR.D・バンダーラナーヤカの総選挙勝利にきわめて大きく貢献

した要因のなかに仏教僧たちによる組織的な選挙活動やそれを支えた各地に張り巡らされた在家

信徒の組織があったことはよく知られている。 しかしそうした組織化を担った人々の多くはカラ

ーワなどの非ゴイガマ・カーストの人々であったことは十分には知られていない。特に、中心的

人物の1人であったN.Q.ダヤスの活動とその影響に関しては、いくつかの断片的な言及はあるも

のの、十分に解明されているとは言いがたい。カラーワ・カーストに属する高位の行政官であっ

たダヤスはシンハラ仏教ナショナリズムに強く関わった人物であった。彼はその後、 とりわけ

1960年代前半にはバンダーラナーヤカ夫人の腹心としてきわめて大きな権力を行使し、軍隊や行

政の仏教徒化を進め、タミル人の抵抗運動を徹底的に弾圧した。 この時代にシンハラ．タミル関

係はきわめて悪化し、バンダーラナーヤカ夫人はその後「タミル人の軍事的闘争の母」 とも呼ば

れるようになった。

本発表では、イギリスの国立公文書館所蔵の行政文書を使用することによって1950年代から

60年代に至る時期におけるスリランカ政治の動向を検討する。そうすることでこの時代における

カーストと政治との関係、あるいはその中における非ゴイガマ・エリートの活動、特にN.Q.ダヤ

スの役割を明らかにしたい。 さらに、高位カーストであるゴイガマが圧倒的に優位である政治状

況のなかで、カーストはむしろ隠蔽され、排他的なイデオロギーを取り込み、 ときに暴力につな

がるような対立をつくり出すことによって民族的アイデンティティを強化し、そうすることでカ

ースト的障害を乗り越え、政治的目標の実現を目指すという戦術がとられたという仮説を提示し

たい。
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専制と法の支配-1820年代ボンベイにおける東インド会社政府と国王裁判所の対立

稲垣春樹

首都大学東京

本報告は、 19世紀前半のインドにおけるイギリスの植民地統治の専制化について、 1820年代

ボンベイにおける植民地政府と裁判所の対立に着目して論じる。イギリス領インド植民地史研究

においては、 18世紀後半から19世紀前半にかけて、現地の商業文化への参入を前提とする多元

的な海洋帝国から、植民地政府を頂点とする一元的な領土帝国への転換が起こり、それに伴って

植民地統治がより専制的になったと指摘されている。 とりわけ法制史の研究者は、この領土拡張

に伴う専制化の一因として、征服戦争という緊急事態における例外的措置が、戦後に規範化され

て平時の体制に持ち越されるという現象が見られたことを指摘することで、 この問題に新たな研

究視角を与えている。しかし既存の研究は、本国の功利主義者の統治論に関する言説分析に終始

したり、人種偏見が背景にあったと指摘したりするのみで、例外状態が平常化・制度化された具

体的なメカニズムについて十分な歴史的検討を行っていない。本稿はこれについて、イギリス本

国の思想家ではなく、インド人の主体的な法的実践を背景とする政府と裁判所の対立という現地

の事情が、専制化の過程において重要であったことを指摘する。まず、政府と裁判所の管轄権対

立の背景として、イギリスが設置した裁判所をインド人が積極的に利用する様子を具体的に明ら

かにするとともに、それが征服直後の地方(mohIssn)においてボンベイ政府の推進する治安維

持政策（在地貴族を通じた間接統治政策）を阻害することから、イギリス人行政官に治安維持に

関する危機意識を生み出していたことを指摘する。次に、政府と裁判所の対立が決定的となった

1828年の人身保護令状事件を検討し、ボンベイ、カルカッタ、ロンドンにおいて引き起こされた

立法、行政、司法の三権に関する国制的な論争について検討する。ここでは政府と裁判所の対立

する主張の中身を明らかにするとともに、それが1833年東インド会社特許法によるインド統治

の集権化へと帰結していく過程を検討する。これらの検討によって、第三次マラータ戦争直後の

1820年代ボンベイの情勢不安と、ボンベイ政府がこれに在地貴族を通じた間接統治政策によって

対応しようとしていたという歴史的な条件の下で、インド入の日常的な司法実践に起因する管轄

権問題が政府の治安維持政策の根幹を揺るがすものとして解釈され、緊急事態における政府の裁

量権を確保しようとする動きをボンベイ、カルカッタ、ロンドンにおいて生み出していたことを

明らかにする。すなわち多元的な植民地法制に内在した管轄権問題は、特定の歴史的な条件にお

いて現地行政官に危機として解釈されることで統治制度の集権化に帰結したのである。
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PoA法改正運動にみる新たなダリトのエリート層の台頭

TheemergenceofthenewDahteliteinthePoAactamendmentcampaign

白峰彰子

津田塾大学大学院国際関係学研究科博士課程

本報告では、指定カースト及び指定部族(残虐行為防止)法1989(TheScheduledCastesandthe

SchedulednPibes(PreventionofAtrocities)Act,1989、以下PoA法)が2016年に改正された際に、ダ

リト(元不可触民)の人権活動家らが展開していたPoA法改正運動に着目し、運動における新しいエリ

ート像について分析することを目的としている。

PoA法とは、インドの刑法では取り締まることが困難な指定カースト及び指定部族に対する差別行

為や残虐行為を裁くための法律である。PoA法改正運動は、ダリトの人権NGOであるNational

CampaignonDahtHumanRights(NCDHR)が事務局をつとめる「PoA法改正のための全国的なネ

ットワーク」によって行われた。NCDHRは、PoA法は1989年に施行されて以降、不十分である点

と、実行されない点があることを問題視し、2009年に「PoA法改正のための全国的なネットワーク」

を開始した。

PoA法改正運動において、重要な役割を果たした2つの要素は全国的なネットワークとエリートの

存在であった。本事例におけるエリートは、 「都市エリート」と「地方エリート」に分けて考えること

ができる。すなわち、改正案の起草や政治家や官僚に対するロビー活動は都市エリートが行い、都市

エリートの主張の妥当性を持たせるために様々な残虐事件のレポートをネットワークに属する地方エ

リートが作成した。

ダリトのエリートに関する先行研究としては、ハリジヤン・エリート論と、エリート ・ダリト論が

あげられる。ハリジャン・エリート論は、留保制度の恩恵を受け、都市部に定住し、中間層的な生活

を送り、出自コミュニティから隔絶化する傾向を持ち、それが階層として固定化していくという議論

である。これは、留保制度に対する批判につながる。エリート・ダリト論では、留保制度の恩恵を受

け、出自コミュニティと隔絶化することなく運動の拡大や動員に指導的役割を果たすことで近年のダ

リト運動の活性化をもたらす存在が指摘されている｡本報告において着目するPoA法改正運動におけ

るダリトのエリート像は、先行研究にあるようなハリジヤン・エリート及びエリート・ダリトで指摘

されるものとは異なる。

本報告では、PoA法改正運動の過程の中で行われていた都市エリートによる地方エリートの教育プ

ログラムの参与観察や都市エリートたちへの半構造化インタビューについての分析結果により、以下

のように分析した。本報告で着目する「都市エリート」は、留保制度の恩恵を受け、都市部に住みな

がら、全インドにおけるダリトの権利獲得及び地位向上のための活動を職業的に行っている。都市エ

リートの活動家らが、全国的なネットワークを構築し、特定の政党及び政治思想や特定の宗教と結び

つくことなく、ロビー活動や政治家及び官僚などとミーティングを行い､法改正を実現させた過程は、

新たなダリトのエリート像が出現したと同時に、新たなダリト運動の形態が登場したと位置づけるこ

とができる。

、
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必要度から見た在日バングラデシュ人の日本語使用の実態
一留学生と社会人に対する質問紙調査から－

ANecessity-basedStudyofJapaneseLanguageUsebyBangladeshiResidentsinJapan
-FromaQuestionnaireSurveyofForeignStudentsandWorkingPeople-

アラムモハメッドアンサルル

ダッカ大学現代言語研究所日本語科

バングラデシュの日本語学習者の多くの学習目的は「留学」や「就職」等で来日することである

（国際交流基金2012、アラム2005など）が、来日後にどのような在留形態の人がどのような場面

で日本語を必要としているかを視野に入れた授業は実施されていない。そこで、バングラデシュの

日本語教育改善の基礎資料を得るために､在日バングラデシュ人を対象に42項目4段階評価を用い

た「日常生活における言語行動」に関する質問紙調査を行い、 日本語使用の必要度を調べた。まず

は、 169人分の回答に対し因子分析を行った。その結果、 「仕事」 「地域コミュニティとの関わり合

い」「医療サービスを受けるための行動」 「居住地域における生活者としての行動」 「店内の販売行動」

「交通情報の確認｣「メディアからの情報収集｣の7因子を抽出した。日本語が必要になる場面には、

仕事や医療のような人間の基本的なニーズと、交通、居住、社会とのつながりのような日常生活の

質が関わる特徴が見られた。

次に、 これらの7つの因子に含まれる言語行動にどのような特徴がみられるか、言語行動の特徴

を共通性の視点から再分析をした。その結果、在日バングラデシュ人が日本での日常生活の中で、

①サバイバル場面、②臨機応変な問題解決が必要な場面、③外の世界への積極的な社会参加場面と

いう大きく3つの場面で日本語使用の必要性を感じていることが明らかになった。また、 自由記述

を詳細に分析すると、臨機応変な問題解決が必要な場面と外の世界への積極的な社会参加場面と深

い関わりを持つと考えられる経験談が数多く挙がっている。本研究で抽出した7因子に含まれる言

語行動を、 JFスタンダードのCan-doと照合し、それぞれのレベルの言語活動を確認すること、そ

のレベルに応じてバングラデシュにおける日本語の授業の学習到達目標をCan-doで示し､学習者が

授業で何を学べばいいか、授業終了時に何ができるようになっているのかを意識化させることを今

後の課題とする。

キーワード：在日バングラデシュ人、 日常生活、 日本語使用実態、因子分析、

バングラデシュにおける日本語教育
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テーラヴァーダ僧院で行われるネワールの人生儀礼

参加者名簿の分析を通して

NewariLifbcycleRimalatTheravadaNunnery:ASmdyoftheParticipantList

工藤さくら

東北大学大学院文学研究科

（これまでの研究）

発表者はこれまで、カトマンドウ市のネワール社会におけるフィールドワークから、ネワール仏教のダシ

ャカルマ(Da剥くanna)に位置づけられる女児の成人儀礼が、テーラヴァーダ仏教僧院において沙弥尼への出

家式(ISini-plabbaija)に代替している事例を取り上げ、その変化の要因について分析を行なってきた。多く

の参加者は、経済合理的考えに加え、インターカーストによる結婚や親族の問題、生理のケガレなどのネワ

ール社会における「不都合」を、仏教の平等性のもと合理的に解決する手段を得ることができ、それはまた

「教育」的な側面を持つことで非常に良い機会として、儀礼の受容につながっているように見受けられる。

さらに、慣習的に、神との結婚により 「寡婦にならない」意味づけがされる前者の儀礼に見出される女性観

は、 ，990年の民主化に伴いネパール国内で活発化する仏教運動を通して、テーラヴアーダ仏教の尼僧を中心

にその意義について問われることになった。

このことから、儀礼は、単に慣習的な行いとしての範囲を超え、 ヒンドゥー教やカーストについて人々が

異議を呈する「文化的闘争の場」 としての機会を提供していると言うことができる。テーラヴァーダの尼僧

らは、 「反ヒンドゥー」的活動によって「信者」を獲得してきたと言うこともできるが、しかしながら、儀礼

の参加者たちに焦点を合わせると､儀礼が代替した時､儀礼的意味の不一致はそれほど大きな問題ではない。

このような背景から、本発表では、テーラヴァーダ仏教の尼僧院で行われるリシニ出家式の参加者名簿の分

析を通して、参加者が、後者の儀礼を選択するに至った背景に迫りたい。

（発表課題）

出家式について､ネパールにおけるテーラヴァーダ仏教の展開について研究したリヴァインは、 「仏教徒か

ヒンドゥー教徒か暖昧なマハラジャン(農民カースト)、仏教を知らないヒンドゥー教徒のシュレスタ（官僚

カースト）などにリシニ出家式は効果的だった」 [Levine2008:93]と述べている。これは、ネワールの人口比に

おいて大きな割合を占めるこれら2つのカーストグループに、テー2017.03.30ラヴアーダ仏教の影響が現れ

ていることを示唆する記述である。しかしながら、今回、参加者名簿の分析を通して、シュレスタとカドギ

（肉売りカースト）に多くの数が見受けられることが確認できた。参加者名簿は、僧院で管理されているも

ので､2014年4月～2017年1月の間に行われた110件の出家式の開催日、参加女児の氏名、出身地、年齢の

情報が記載されている。

本発表では、参加者名簿の分析を通して、特に多くの参加者がみられたシュレスタとカドギというカース

トグループの社会的背景を精査し、儀礼代替の要因について考察を深めることを目的としている。 さらに、

ダシャカルマやサンスカーラなど経典的伝統が社会的に優勢なネワール社会において、一部の儀礼が全く別

のものに代替しているということ、そしてこの事例から、ダルマパーラにはじまる近代仏教運動の一端をネ

ワール社会に確認できる点についても論じていきたい。
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T､N.マダンの「カシミーリーヤット」概念における文化、宗教と人類学

Culture,ReligionandAnthropologyinT.N・Madan'sConceptofGKashmiriyat'

拓徹（たく とおる）

京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科

自らもカシミーリー・パンデイット （カシミールのヒンドゥー教徒）であるT､N.マダン

（1933～）はインド文化人類学の草分け的存在の一人だが、カシミール人のエスニシテイ

ーもしくは「カシミール性」を表す1970年代の造語「カシミーリーヤット」をめぐる最

重要論客の一人でもある。

マダンやその先輩格のM.N.シュリーニヴアースらがモノグラフを出版した1950年代

は、インド人文化人類学者たちがインドの宗教とコミュニテイーについて文化としての記

述を（社会科学的な観点から）試みた最初の時代だった。マダンによるカシミーリー・ハ

ンデイットの宗教についての記述や、シュリーニヴアースの「サンスクリット化」

(Sanskritization)の概念には、 19世紀以来変貌を続けた「文化」 (culture)概念の、当

時のイギリス社会人類学において流通していた形態が反映されていると同時に、 ヒンドゥ

ー教についての（19世紀にヴイシュヌ派の規範を基準に標準化された）当時のインドにお

ける理解をも反映していた。

本発表では、インド文化人類学草分け世代のこうした「文化」や「宗教」の捉え方が、

マダンの有名な（論考GSecularisminItsPlace'における）セキュラリズム論やカシミーリ

ーヤット論にどのように影を落としているのか、また、そのことが現在のカシミール問題

理解において持つ意味は何なのかについて、整理して考えてみたい。

27



PanelinEnglishl/Room5B12,Bld・No.5

24Sep. (Sun.)9:30･11:35

英語パネル1 (5B12教室）

9月24日 （日） 9:30.11:35

GASTRONOMYINTHESPACESOFTHEHOUSEHOLD:POWER,SACRALITYAND

RITUALSmsOUTHASIA

Convenors

ShivanginiTandon(AligarhMuslimUniversity)

RihoIsaka(UniveIsityof'IblWo)

Chair

KazuoKano(KomazawaUniversity)

PI℃senters

ShivanginiTandon(AligarhMuslimUniversity)

KumkumSIivastava(SocietyfbrSocialService)

SaumyaGupta(JankiDeviMemorialCollege,UniveIsityofDelhi)

Riholsaka(UniveIsityof'Ibbo)

DiscuRsant

SoYamane(OsakaUmveIsity)

PurposeoftheSession

Thispanel looksatthegastl℃nomicalplacticesfi℃mearly-modemtopostcolonial times inlndia.The

plepalationandconsumptionoffbodinthesehouseholdswereoftenaccompaniedwithelabolateritualsand

dietalyconventions・Theseritualswelecmcialtothemaintenanceoffamiliallelations,communityidentitiesand

thehonourofthehousehold. Inoureffbrttoexaminethegastronomicalplacticesinthehousehold,weseekto

recoverthel℃lationsbetweenfbodrimalsandculinalyplacticeswithcommunityidentityandprestige.

ScholaIshaveexaminedthel℃lationsbetweenshiftsinculinalypmcticesandthesocioeconomicchangesin

earlymodemEumpe.ManyofthemhavealgguedthattheemeIgenceofmodemityinWestemEumpewas

cruciallylinkedtothechangesinthenonnsofcivilityandchangesintheperceptionofappropriatemannels.The

changeinmannerswasrenectedintheculinalypractices, fbodetiquetteandtablemanneIsinearlymodem

Emope・Oneoftheeffbltsofthispanel istoseetheextenttowhichthisinterl℃lationshipbetweenearly

modemityandgastI℃nomyisapplicabletoSouthAsiaaswell.

Thepanelopensupthenotionofthehouseho1dh℃ugltheirfbodtladitionsandpractices.The$householdSthat

thispanelisinte1℃stedinal℃notthosewhichfallwithinthe1℃almofdomesticitybutlatherthosethatwel℃active

economicunitsofproductionandconsumption・Thelewe1℃obviouslydi縦にntkindsofhouseholdsintheSouth

Asianlandscapeandeachofthesekindshadavalyingl巳lationshiptofbod, idemityandpowel:Amongthe

aristoclatichouseholds,gastmnomicalplacticeswe1℃motedinpowerlelations.Foodandfeastwel℃impoltant

meansthmughwhichthenoblesarticulatedandenhancedtheirauthorityinMuglalcoultlyculml℃.Asagainst

thearistoclamtichouseholds,theSufihospicesortheA力α"9αﾉ",we1℃householdsofavelydiffeIEntnatule.Rimals

ofmodinthese肋α"9ahswe1℃tiedtothealticlllationand1℃productionofsaclalitybnleconsumptionoffbodin

rimalcontext(knownas"6α'wwfk)wasbestowedwithsacrednessor6α此zka.TwopapeIsinthispanelattemptto

lookatthecomplexrelationshipbetweengastronomicalplacticesintheeliteandsaintlyhouseholdsmtennsof

theirI巳lationshipwithpowenauthorityandsaclalityb

Thepanelwillfilrtherlookintoquestionsoftheconstimtionofdomesticorfamilialspacesinthecolonialorpost

colonialperiodsandthewaydietalyplacticeswereanexpressionoftheidentityofnotonlyacommunitybut

thatofanationaswell. Itwill explorethepossibilitiesof@nationalism'beingsmlcmrednotonlyby

communitarianaffiliationsbutbynetworksofeastandfbodaswell.ThepanelwillI巳企rencetheintemlayof

confbnnityandinnovationin1℃ceivedand1℃constructedculinarytladitionswithin6household'spacesinlndia
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GastronomymouseholdandStateFormationmEal1yModernSouthAsia:RepI℃Sentation

0fF00dandFeastsinlndo-PeIsianbiographies

ShivangmiThnd0n

AligarhMuslimUnivelsity

ThispaperwillexploI℃thel℃presentationoftheMuglalcouITculml℃inthebioglaphieSandthebioglaphical

dictionarieswrittenintheearlymodemperiod・ Indlawingouttheinmcateconnectionsbetweenthehouseholds

andimperial sovereiglty, thecontempolalybiogrgaphies(calledIczzkims)reveal, inrichdetails, thepolitical

siglificanceofgift-exchanges(inparticular,theexchangeoffruitsandfboddelicacies),feastsandfestivitiesand

supperinvitations・Theseeventsservedtoreinfbrcepoliticalalliances,andwereapaltofasymboliceconomyof

exchangethatlegitimatedimperialnlle,andolganizedsocialandpoliticalanangementsintheimperialcoult

culmre.

Theinterlinkagesbetweenfeast/fbodhabitsandtheMughal .politicaleconomy'helpusundeIsiandthesocial

andpolitical identitiesandtheselfLpel℃eptionofcommunities.Theseinterconnections,thouglvelysignificant,

haveoftenbeenignoI℃despeciallyinthecontextoftheMuglalaristoclatichouseholdsinearlyModemSouth

Asia.BymakingGhouseholdrthecentl℃pointofmysmdy;IseektoaIgguethatthedomesticsitewasasmucha

politicaldomaininvoIvedinthestrucmringofMughalsoveleigntyandfblgingsignificantsociopolitical

alliances.
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Food,SaCralityandPower:ACaseSmdyOfSufiHospiceS(mlanqahS)

KnnmkumSrivastava

SocietyfbrSocialService

ThemediaisHoodedwithdiscoulses,debates,anddiscussionsonpolitics,fbodandcookbooks,andlslamand

Sufism.Anattemptwillbemadeinthispapertocombineallthreesuljects:thedynamicsofanddiplomacyover

fbod,thesaclBdnessofeatingandfbodasamediumofestablishingandfbltifyingl℃lations,andthepowel;

whichmaybetenned6molalpower',thatfbllowsiiomtheuseoffbodasapotentsocialcommunicatomMy

paperwillspeakaboutSufism, itsphilanthropicappmach,anditsplacticeswithrespecttoestablishinghuman

equality6ofwhichanimpoltanntonepertainstothefactofeatingtogethelt

OneofthedevelopmentsofSufismwasthattheSufisdividedthespaceintosocio-culmlal,spirimaltelTitories,

calledw此り花"andsetuplodges/hospices,tenned"q"9αh,indiHel℃ntpalts・Atatimewhenthecountlywasin

thegripofwalsandmilitalyconquests, theSufi'shumbledwellingsactedasacon℃ctivetothe.political

hysteria'ofthattime.Theysatintheir肋α"9ahs, teachinglessonsofhumanloveandequality;openingtheir

hospicestoall,in℃spectiveoftheirstamsandclaSs.

BesidesI℃nderinglessonsinpietyithek加"9α〃salsopmvidedfbodtoallandsundly5notonlytheinmatesbutto

anyonewhohappenedtowalkin.Iffbodwasavailable,allwouldpaltakkeofit; ifnot,allwouldsufferjointlythe

pangofhungenOftenthel℃wasnon-availabilityoffbod. Infact,thequalityofiboddependeduponthe"zJh

(.unaskedfbrcharity') leceived.Some肋α刀9qhsreceivedalalge"z"i,withthel℃sultthateventhelocal

administlationlookedfbrhelpincaseofdroughtandfamine・The inmatesofthe肋α"9αﾉisshalEdthe

1℃sponsibilitesofthekitchen,pmvisionoffbod,prepalationofood,anditsdistribution. InChishti肋α"9α〃s,the

mlewa3fiIstgl℃et,theneat,thentalk'.

T11eSufiルカα"9α〃sprovideanardentexampleofhelpintimesofdistIESS・Thesaclalityattachedtofbodcan

addressthepI℃sent-dayfbodproblems,theconcemsoftenvoicedbyintemationaloIganizations.Mypapershall

lookattheaspectsoffasting,abstinence,sharingameal,andffugalityinthecontextofSufihospices,andpoint

outtheircontempolalysiglificance.
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Thadi伽nalCuisme,ModernKitchen:RemaginmgEvelydayCookingmPostcoloniallndia

SaumyaGupta

JankiDeviMemorialCollege,UniveIsityofDelhi

Skill,senses,plactice,memolyandtladitionallcometogetherinandduringevelydaycooking.Conversel)tthe

kitchenisalsoasitethatmapstheentlyofthemodem, thenecessityofadaptationandadesirefbrthe

fashionable.Inthispaperlwanttointermgateanewimaginationoftraditionalcuisineandthehouseholdkitchen

emelginginnolthemlndiainearlypostcolonial times・Howevel;as issuesofidentityandbelongingare

embeddedinthevelyactoffbodpI℃palation,thisnovel imaginalyhadtotlavelsethetriclO'teITitoriesofnation,

tladitionandcommunityL

ThiSiSachieveddⅡ℃uglkeepingtheculmalylepeltohElalggelyconventional,evenwhilealticulatingadiffeIEnt

undelstandmgoftiaditionalcuisine.ThisemeigemculinalyidiomisexpI℃ssedthmuglanewvocabulalyof

nomshmentandsciencewhichunderlmedthesupelioliWofgoodwholesomebodh℃uglitsnutritionalvaluesIather

thaniGcultulalsiglification.MLhingindependemlndiabidennfcationwithscientificpIDg巳sswmlealsolemaining

tladidonallymooI℃d,cookbooksanddomesticki"hensstlDvetopalticipaCmtheconstmctionofthemodemistself

mageofthenation,andbecamesifsofthesameCnsion-ofhowmIEfametladifonalcuismemamodemstvein.
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StoriesofFoodandSeaI℃hfbrSelfEstherDavidandtheBeneIsraelCommunityin

PostcolonialIndia

RihoIg2ka

UniversityofTbkyo

Theaimofthispaper istoexaminestoriesandmemoriesoffbodnarlaatedbyEs巾erDavid(1945-),a

well-knownwriterandaltistbasedinAhmedabad. lttriestoshowhowthesestoriesandmemoriesI℃nectedher

variousidentitiesthathadevolvedthroughherl℃lationshipswithherfamily5hercommunity(theBenelsmel),

hercity(Ahmedabad)andhernation(India),andthemlesculinalypracticesinthefamilyplayedinherseal℃h

fbrselfTheBenelsIaelcommunityisoneoftheJewishcommunitiesinlndia,whoseancestors,accoldingto

legend,belongedtooneofthelosttribesoflsIaelthatI℃achedthecoastalal℃aofwestemlndiamanycenmries

ago･

Inthelatenineteenthandearlytwentiethcenmries,undertheinnuenceofcolonialism,theBenelsraelelitebegan

totakeactiveinterestsindefiningtheirtladitionandculmre, includingtheirdietaryplactices.ThebeliefSofthiS

communitythusdefinedinthecolonialperiodcontinuedtohaveagl℃atimpactontheBenelsIaelinpostcolonial

IndiaEstherDavid'snanativesoffbodandculinalyplacticesinherhouseholdgiveussiglificantinsigltsinto

thewaysinwhichshehasbeennegotiatingherBenelslael identity;whilealsodemonstratingherkeenawal℃ness

ofalatheruncomfbltablepositionthattheJewishcommunityoccupieswithinAhmedabadandlndiaasa

!micm-minority.
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インドの女性の労働参加と 「エンパワーメン卜」

－就業女性の職種に着目して

新村恵美

お茶の水女子大学・院

1．研究の背景と先行研究

本研究の目的は、個々の女性の労働参加と 「エンパワーメン卜」 との関係についてインドの個

票データから検討し、それが特に職種別にどのように異なるかを明らかにすることである。

「エンパワーメン卜」の定義や測定方法については慎重な検討が必要であるが(Kabeerl999)、

女性の労働参加との関係については､とりわけBoserup(1970)とAndersonandEswaran(2009)

の研究が示唆的である。前者は、農業労働に参加する女性の多いアフリカでは婚資を負担するの

が男性であるのに対し、インドは逆であることを明らかにしており、後者は妻自身に現金収入と

その所有をもたらす労働への参加が、女性の「価値」や自律性を高めることを示唆している。

それでは、家庭外での現金収入があればエンパワーされるのだろうか。本研究の問題意識はこ

こにある。インドにはカースト意識を背景にした被差別的な職種もあり （和田2007)、職種によ

っては労働参加がエンパワーメントに正の効果をもたらすかの判断には注意が必要であろう。

これらの背景を踏まえて本研究では、女性が就業しやすい、すなわち、就業女性の職種の中で

も頻度の高い職種に着目して、どのような職種が女性の「エンパワーメン卜」に影響を与えるの

か、あるいは与えないのかを検討する。

2．使用するデータ、分析手法と明らかにすること

全国家族保健調査(NationalFamilyHealthSurveyiNFHS)第3回(2005･2006)の個票デー

タを使用する。インドの人口・母子保健政策の指針とする調査と位置付けられ、人口政策には女

性の労働力参加によるエンパワーメン卜が必須でとの前提で、女性の労働とエンパワーメントに

関する質問項目も多い。本研究では、下記の3点を明らかにする。

1）就業中の有配偶女性のバックグラウンドを、社会階層､居住地(都市･農村)等別に検討する。

2)NFHS･3の職種小分類の95職種の内、有配偶女性が就業する頻度の高い職種に着目し、就業

の規定要因を検討する。

3)2)の各職種とエンパワーメントの達成度との関連を検討する。エンパワーメン卜関連項目を幅

広く検討するが、特に現金収入を伴う労働形態での労働が、 「DVへの抵抗」 「世帯内意思決定へ

の参加」 「本人/夫の稼得の使途決定」 「移動の自由」等に与える影響を比較する。

1)については記述分析、 2)と3)については計量分析を行い、結果を報告する。

引用文献

AndersonandEswaran,2009,“Whatdetermines企maleautonomy？Evidence企om

Bangladesh",cんI"QnaJofLwe〃ﾌme"ｵふり"omibs90,pp.179･191

Boserup,E・,1970, $GWomen'sRolemEconomicDevelopment'',NewYbrk:St.Martin'sPress

KabeerjN.,1999,"Resources,AgencyiAchievements:RenectionsontheMeasurementof

Women'sEmpowerment'',Dev℃〃ﾌme"ra"dChangeVbl.30,pp.435･464

和田一哉、 2007、 「乳幼児死亡率でみたジェンダーバイアスと女性の教育、労働参加一インド・

人口センサスデータの実証分析｣、 『アジア経済』48(8)pp.24-44、 (2007年08月）
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インドにおける村の開発政治と諸階層

ウッタル・プラデーシュ州東部の農村部における弱者層の開発政治への参加の拡大

DevelopmemPoliticsandVillagersinRuralhdia:

IncreasingPalticipationinDevelopmentPoliticsamongWeakerSectionsofPeopleinEastemUttarPIadesh

近藤則夫

日本貿易振興機構アジア経済研究所

インドの農村部におけるミクロな政治の理解において重要な領域は、政府から降りてくる開発事業、

貧困緩和事業や福祉事業の利益の分配をめぐる政治である。政府事業の利益が分配される過程は、制

度的には、主に開発のための地方自治体であるパンチャーヤト制度と州政府の開発官僚制の行政ライ

ンとの結合からなる。このような制度を基本とする農村の開発・福祉利益の配分をめぐる政治は、従

来、 ともすれば農村の有力カーストや地主・富農層などによって牛耳られ利益がこれら有力階層に集

中し、弱者層は相対的に不利な立場に置かれていると理解されることが多かった。今日でも確かにそ

のような状況が多く見られたことは事実である。

しかし、長期にわたる農村社会の発展、貧困緩和事業や福祉政策における社会的弱者層への優先的

利益配分政策、優遇制度(例えば、指定カースト・指定部族および女性などに対する留保制度など)、

そして政党政治の競争激化による下層民の政治的動員などの諸要因によって状況は変化しており、社

会的経済的弱者層の存在感も大きくなっている。本報告の対象とするウッタル・プラデーシュ州でも

指定カースト(ダリト)など弱者層の農村政治における存在感は徐々に大きくなっていることが多くの

研究で報告されている。

以上の点を踏まえて、本報告は、まず、ダリトなど社会的経済的弱者層が村レベルの開発政治、特

に村のパンチヤーヤトでどの程度存在感を増しているのか、そして、どのような要因がそのようなプ

ロセスを引き起こしているのかを実証的に研究したものである。実証の元となるデータはウッタル・

プラデーシュ州東部のアラハバードとコウシヤンビーの2県の3つの村で2005年､2012年に実施し

たフィールド調査から得られた情報である。調査で得られた各年210の村人の応答を元に統計的分析

と言説的分析を組み合わせて実態を解明した。

本報告に関連する2005年以降の重要な状況要因を述べると、ひとつの重要なポイントはウッタル・

プラデーシュ州では2007年から2012年までダリトを主な支持基盤とする大衆社会党(BSP)が政権に

ついていた事である。BSPはこれ以前も短期間政権についているが、 2007年からの5年間は単独で

政権につきダリトのための諸事業を積極的に展開するなど開発政治でも大きな影響を与えた。もう一

つのポイントは中央政府によって2005年から「全国雇用保障事業法｣ (=NREGA)(2009年からは｢マ

ハトマ・ガンディー全国雇用保障事業法」仁MGNREGA)と改名）が開始されたことである。この事

業は年間100日の雇用を望む村人に与えるという事業であるが、経済面だけでなく社会的にも農村の

社会的経済的弱者層に大きな影響を与えている。

実証的エビデンスを踏まえて､結論をあらかじめ述べると2005年から2012年にかけてダリトなど

弱者層の村パンチャーヤトへの参加レベルは確実に上昇した。そしてその参加上昇を後推している大

きな要因として重要なのが、上述のNREGA/MGNREGAの拡大、そしてBSP政権の存在である。
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19世紀以降の南アジアにおけるスンナ派内部の対立

バレールヴィー派ウラマーによるシャー・ムハンマド・イスマーイール批判

松田和憲

京都大学大学院アジアアフリカ地域研究研究科・日本学術振興会特別研究員(DCl)

1825年5月6日、イスラーム改革運動の指導者シヤー・ムハンマド・イスマーイール(Shah

Muhammadlsma.71,d.1831)を不信仰者と見なすファトワー(法学裁定)が、ファズル・ハック・ハイラー

バーデイー(FaZIHaqqKhairabadmd､1861)を筆頭とする当時の南アジアで著名なイスラーム学者たちに

よって出された。イスマーイールは南アジア最大のイスラーム思想家シャー・ワリーウッラー(Shah

Wal了Allah,。.1762)の孫にあたる。聖者廟における異端的な慣習批判といった改革的な思想を簡明な言

葉で記した彼の主著『信仰の強化(ZZzgwi)'n/aL励a")』は、 19世紀前半のウルドウー語宗教散文のベス

トセラーとされている。彼の思想に共鳴する人々が現れた一方で、インド大反乱の指導者として知ら

れているファズル・ハック・ハイラーバーデイーを中心とした学者たちは、イスマーイールの改革思

想は南アジアのスンナ派の大多数が属しているハナフイー法学派ムスリムを多神崇拝者とみなすもの

であり、イスラーム共同体に対する脅威であると考えた。彼の出したこのファトワーは、今日におけ

るデーオバンド派やバレールヴイー派、アフレ・ハデイース派といったような党派を形成するきっか

けとなった。

本発表ではバレールヴイー派ウラマーによるイスマーイール批判の歴史的展開を明らかにする。バ

レールヴイー派は1880年代から活動を開始した南アジアにおける有力なスンナ派ウラマー系統で､中

心的な指導者はアフマド・リザー・ハーン(AhmadRiza血3n,d.1921)である。彼らは聖者廟での慣習を

容認していることで知られているが、ハイラーバーデイーたちの主張を受け継いで、イスマーイール

批判を展開してきた。 しかし250冊以上の批判書が書かれてきたにもかかわらず、これまで十分な検

討や分析がなされてこなかった。そこで今回はアフマド・ リザー・ハーンに加え、彼に影響を与えた

イスラーム学者の一人であるフアズル・ラスール・バダーユーニー(FaZIRasnIBadayanm.1872)と、彼

の後継者であるムハンマド・ナイームッディーン・ムラーダーバーディー(MuhammadNa'nnal-DTn

Muradabadnd.1948)によるイスマーイール批判書を取り上げる。

バダーユーニーによるイスマーイール批判の書『全能の剣(釦ヴαﾉ烏ノb66")｣ (ウルドウー語）では、

アラビア半島におけるワッハーブ運動の祖、ムハンマド・イブン・アブドウルワッハーブ(Muhammad

ibn.Abdal-Wahhab,d.1792)とイスマーイールの思想が類似していることを指摘した。彼はイスマーイ

ールを「ワッハービー」と呼んだ最初の人物であり、反ワッハーブ思想(Radd-iWahhabiyat)の礎を築い

た学者として重要である。

アフマド・リザー・ハーンは、 「ワッハービー」と呼ばれる人々は特定の方法でアッラーや預言者を

侮辱する不信仰者たちであると定義し、イスマーイールだけでなく彼の思想的後継者を自認するデー

オバンド派やアフレ・ハディース派のウラマーも「ワッハービー」 として批判した。

ムラーダーバーデイーは1929年に『信仰の強化批判に関する最高の説明(J4"卯6αﾉ-Bの極加方地”

ZZIgw加raL励亙")』という著作をウルドウー語で記し、その中で「ワッハービー」と呼ばれる人々はど

んな人でもクルアーンやハデイースを理解することが可能であると主張し、宗教学者たちの意見を無

視する者たちであると批判した。
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南アジアにおける農村観光開発の現状と課題

一インドとバングラデシュの事例より一

中谷哲弥

奈良県立大学地域創造学部

観光開発は途上国においては外貨獲得や雇用創出などの観点から、先進国においても主要産業を補

完する経済活動や地域活性化の手段として注目を浴びてきた。本報告では、インドとバングラデシュ

における観光開発に関して、主として政府の政策面からの検証及び「農村観光」をテーマとする事例

研究により、現状と課題について検討する。

UNWTO(世界観光機関）の統計によれば、2014年の国際観光客数は11億3,400万人(2015年

は11億8,600万人）で、そのうち南アジア7カ国への観光客数は1,242万人であり、全体の1.1％を

占めるにすぎない。南アジア地域ではインドへの観光客数が約768万人で最も多く、域内のシェアは

61.8％、バングラデシュはわずか12．5万人で1.0％である。国際観光市場におけるシェアは低いとは

いえ、インドに関しては国際と国内ともに観光客数がほぼ一貫して増加している。

インドでは、 2002年に今日につながる観光政策（ぬtiOnaﾉ妬"zZsmaky20aZGovernmentof

India)が策定されている。観光を経済成長の主要なエンジンとして捉え、観光がもたらす直接的･波

及的な効果により、雇用創出や経済の活性化を図るとしている。バングラデシュにおいても、 2010

年に観光政策（雄frna/ZbuzmmH胸'""GovernmentofBangladesh)が策定され、観光をひ

とつの成長産業かつ持続可能な産業として捉え、観光による雇用創出や社会経済的発展を目指すとし

ている。両国ともに、今日の世界的な観光動向にも目を配りながら、海外市場でのマーケティングや

認知度向上・ブランド化をすすめ、歴史文化遺産などの従来型の観光資源のみならず、エコツーリズ

ムや文化体験などの導入による観光資源の多様化を企図している。

こうした流れのなかで、両国ともに重点領域のひとつとしてきたのが「農村観光(rural

tourismAFillagetourism)」である。インドでは2002-03年度以降に観光省により事業計画と予算執

行がなされ、2013年末までに全国の29の州腫邦直轄地で計203カ所のプロジェクトが認可・施行

されてきた（』艶没彪menta"砲mmgBImf.Ac"U""bsof."ej"zrtryof･妬”たm,Governmentof

India,2013)。バングラデシュにおいても、2010年の観光政策において、コミュニティ観光という名

称のもとに明記され､施策が実施されようとしている｡農村へ誘客するためのインフラ整備とともに、

農村生活を現地の手工芸品、機織り生産、アートなどとリンクさせながら観光資源化し、農村の人々

のホスピタリティ醸成を進め、これらをもって農村での収入創出や後進地域の経済的向上を図るとい

う施策目標や、現地で活動するNGO等と連携して進めようという点も、両国に共通している。

本報告では、主にインド･西ベンガル州の2カ所の上記政府認可プロジェクトの事例及びバングラ

デシュ・タンガイル県の1カ所の事例を扱う。インドに関しては、聖者ラーマクリシュナの生誕地と

して有名なカマルプクルとシヤンテイニケトン近郊の指定部族サンダルの村を取り上げ、前者では主

としてハード面でのインフラ整備は投下されたものの、農村観光の形態を成すに至っていないこと、

後者ではソフト面での取組は様々になされたが事業化には至っていない現状を指摘する。バングラデ

シュに関しては､いまだ萌芽的な段階ながらハード面･ソフト面ともに事業化が進みつつあることを指

摘する。これら事例をもって農村観光の現状と課題について検討する。
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シンハラ語の指示用法について(認知面を含めた内容）

DemonstrativesoftheSinhalese

AnushaWeerakkodi

九州大学

本発表ではンハラ語の主な指示詞の用法について基本的な用法と各用法を認知的な側面から

説明したい｡認知言語学的な視点に沿って現代のシンハラ語の指示用法についてまとめ､分類し、

分析し､指示詞の基本的用法を説明することが目的である｡シンハラ語の指示詞は世界的にまれ

な､4種の指示詞を持つ言語である｡それはM系O系A系E系の4つであり､基本的に現場指示と

文脈指示の2種類の用法が確認できる｡現場指示機能として､M系は指示されるものが話し手の近

くにある場合､0系は聞き手に近くにある場合､A系は両者から遠くにある場合に使われる｡M,0,A系

は現場指示でも文脈指示でも使われるのに対して､E系は現場指示では使えず､文脈指示用法の

みで使われまた､E系については､現代談話の中で非常に特殊的な用法を持つ｡M系とE系の呼

称用法(E系またはM系を使用して聞き手に呼びかけをする用法である｡）などの新用法が確認でき

た｡E系の指示詞は特にまだ十分解明されていない部分も多い。

そして､今までの先行研究では各指示体系について､典型的な視点に沿って分析を行い､各指示

詞が体系的にどのような特殊性あるのか認知的な視点において検討できた研究は見られないため、

本発表が各指示体系の用法を認知的な面を持って確定した内容のご紹介となる。

本研究の方法としてスリランカの現代映画やテレビドラマの会話を収集し､その中からM系､0

系､A系､E系の各指示詞の意味､基本用法､新用法や特殊集的な点があり､認知的な面から分

析を行う。

現代の談話を見ると､各指示体系が多用されており､意味拡張や新用法も存在できる。いわゆ

る､また先行研究の中では見られなかった指示詞の新用法としてM系とE系の呼称用法などをさら

に､モデルを使った認知的な面に従うとどのように体系的な特徴が見られるか考えたい。

参考文献：

1.AnushaWeerakkodi 2014「シンハラ語の指示詞について｣､東アジア日本語教育日本文化研究

学会学会誌『アジア日本語教育日本文化研究』

2.Chandralal,Dileepl992"SinhaleseDemonstrativesandDeixis",JohnBenjamin'sPublishingCo.

3.Chandralal,Dileep2007 ｣!DemonstrativesandDeixis inSinhala !!, Kobepapers inlinguistics,

5:1-20.DepartmentBulletinpaper,KobeUniversity.

4.Gair,JamesW. 1992. "Sinhala.'' |nternationalEncyclopediaofLinguistics.NewYork:0xford

UniversityPress.3:439-45

5.Grdon.H. Fairbanks, James.W.Gair,M.W.S.deSiIval968"Colloquial Sinhalese(Sinhala)part l,

2''SouthAsiaProgram,CornellUniversity.

37



SessioninEnglish3/Room5104,Bld.No.5

24Sep.(Sun.)12:35-14:40

英語自由論題3 （5104教室）

9月24日 （日) 12:35-14:40

InsideOut:Evaluatingthecommitteesysteminlndia'sParliament

RonqjoySen

NationalUniversityofSingapore

Thispaperexaminesthefimctioningofthecommitteesystem,whichhasbeenapartofthe

IndianParliamentrightfromthebeginningbutwhosenumberhasexpandedenormouslyinrecent

times・MuchoftheanalysisoftheIndianParliamentisdoneonthebasisofwhathappensonthe

flooroftheHouse,whichisquiteoftenchaotic.Yetmuchoftheimportantlegislativeworktakes

placeinthecommittees.Thepaperaddressesthisgapbyexaminingtheparliamentarycommittee

systeminlndia・Besidesthefinancialcommittees,whichgobackthelongest,therearenow24

department-relatedstandingcommittees, 16otherstandingcommitteesandnineadhoc

committees.Unliketheadversarialpoliticsplayedoutpubliclyonthenoorofparliament,the

committees,composedofmemberscuttingacrosspartylinesandfromboththeLowerandUpper

Houses,aremeanttobemorecooperativeinnature.Moreover, thecommitteesystemhasbeen

muchmoreinthepubliceyefbllowingthesettingupofjointparliamentarycommittees(JPCs)to

probeissuesofnational importance-apracticefirstinstitutedinl987toenquireintoahigh-

profilearmsprocurementdealknownastheBofbrsscandal・ThelatestsuchinstancewastheJPC

toprobethe2Gspectrumallotmentscam,believedtobeoneofthebiggestcorruptionscandalsin

India.Thepaperarguesthatincomparisontothecommitteesysteminplaceinothercountries,

thesysteminlndiaisrelativelyrecentandnotfilnctioningaswellasitcould.Questionstoo

remainonhowcommitteesareconstitutedandifparliamentismindfUlofconflictofinterest

lssues．

38



英語自由論題3 (5104教室）

9月24日 （日) 12:35-14:40

SessioninEnglish3/Room5104,Bld.No.s

24Sep.(Sun.)12:35-14:40

Marginallnvestment？
MultiscalebordereffectsinIndia'sNortheast

EdwardBoyle

FacultyofLawandCenterfbrAsia-PacificFutureStudies,KyushuUniversity

NortheastlndiaisslowlyemelgingfiPomafbgofobscurityandintotheinternationalpolicyarena.Long

characterizedbysecurityconcernsandrestrictedaccess,the@SevenSister'statesarenowthefbcusofboth

thelndianstateandinternationalorganizations,andhavebeenmadeaparticularconcernofJapan.In2014,

PrimeMinisterShinzoAbemetwithtwoseparatelndianPrimeMinisters,andtheclearmessagewasa

prioritizationofJapaneseinvestmentintheNortheast.Japan'scommitmenttoinfi･astructuraldevelopment

wasreaffirmedduringAbe'svisittolndiainDecember2015,andinMay2016, JICAannounceditwas

fimdingtwofUrtherroadupgrades,fbllowingonfifomtheinitialtwoprqjectsputouttotenderin2015.

Theseroadimprovementprqjectsseekto"boostregionalconnectivity'' (JICA)bothwithintheNortheast

regionandwithneighbouringstates,chimingwithlndia'soMectivesexpressedinpoliciesofLookingand

ActingEastandtherevivedprospectsfbrtheBangladesh-China-India-Myanmar(BCIM)economiccorridor.

Theintentionbehindsuchschemes isthatthecross-bordertradeandinvestmentnowsfacilitatedbythis

connectivitywill contributetobetter integratingtheNortheast intoboththeregionalandwider lndian

economy・Thiscumulativeinvestmentprovidesthebackgroundfbrthelndianstateattemptingtotransfbrm

itsongoingG6cartographicanxiety''regardingtheborderintoaseriesofpositivecross-borderconnections.

However, thisongoingcartographicanxietyisreflectedinDelhi'spresentationofJICA'sinvestmentasa

meansofsecuringtheNortheastinthefaceofChina'sterritorialclaims.OWectivelyjthismakeslittlesense,

astheprqectsaretakingplacefarfiPomthedisputedstateofArunachalPradesh.Thispresentationindicates

how,evenasitbecomesthefbcusofattention, theNortheastisperceivedasaunifbrmlyinsecureregion

requiringharderborders,evenasthenecessityfbrcross-bordernowsisasserted.

Thispaperwillexaminedifferencesinperceptionsoftheborderbetweenstates, localadministrations,and

residents, inordertoshowthatborderSherepossessamultiscalarexistence(Laine2016)whichweneedto

conceptualizemorefilllyinordertounderstandtheplaceoflndia'sNortheast,andJICA'sinvestmentwithin

it, inthewiderregion.
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Dressasamodeofdiscerninghistory:Politicsofmasculinenationalismatthe
turnoftwentiethcenmryinlndiaandJapan

MaumitaBanerjee

WasedaUniversity(PhD. candidate)

Dresshasbeenanintegralpartofhumansocietyandbyactingasavisualyardstick,ithas

playedpivotalroleinconstructingidentities.Sincethepre-moderntimes,dressconstructed

andcontested@differencegthroughreifiedsocialcategories.However,aroundlatenineteenth

centuryundertheimperialgaze,itincreasinglyassumedanaddednewroleofperfbnningand

comestingthenationalidemity.

Thepapermakesthesuggestionthat @dressasamodeofdiscerninghistory'notonly

makesthepresenceofmanyactorsacrosssocialhierarchiesvisiblebutisalsohelpfUl in

understandinghow6imperial'JapanandGcolonial' Indiamanagedtheiridentitiesdmngthe

period.Suchamodeofinvestigation,whilegivingattentiontohistoricalspecificityofeach

case,alsohelpsustoseehowthesetwo6different'societiesweregrapplingwiththepolitical

crisessometimessimilarly.Theobjectivehere istoexpandthescopeofdiscourseto

challengetherestrictiveboundariesofunderstandinghistory. Itcanbearguedthat @dres3

allowsamuchinclusiveunderstandingofthepastbecauseclothingengenderspowerfUlfbnns

ofcomestingselfhoodevenamongthemarginalizedsections.Pliabilityofsartorialchoices

made itaneffectivemediumtonegotiateandcreatethenational iconographywhile

concurremlyengagingwithotherintersectingideologiessuchasclass,genderandcaste.

Oneoftheresultantcardinaltraitsofnationalisticpoliticalideologyintheperiodofhigh

imperialismwastheimperativeideaof6manlines3.Thequestionthepaperintendstoraiseis

howcdresgwasusedinfashioningmasculinity, arequisiteofnationalisminboththe

societiesundertheimperialgaze？AsmdyofsartorialdilenⅡnademonstratestheanxieties

createdhoughtheinterplayofthelargerpoliticalconsciousnessandtheinteractionofthe

localeverydaylifeofthesetwosocieties・Tobolstertheargument,thepaperusesthepolitical

photographsandthedressdebatesfiPomthisperiodthatengenderedpowerfillsymbolsof

masculinityineverydaylife,whichwascongruenttotherequirementsofnationalism,One

resultantconsequenceofthisdevelopmentwasemergenceof cmilitarism' inboththe

countries.

ItispertinenttoengagewiththeissuebecauserecentemergenceofCnationalism' inboth

thecountriesisconcoctedonsimilarpremisesofvisualpolitics.Anuncannyreflectionofthe

choicesmadebynationalistthencanbeseeneventodayinthepublicdressesoflndianand

Japanesepoliticalleaders.
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RulebythePenortheSword？

TheDevelopmentoftheJudicialSysteminBritishPunjab,1849-1918

YaqoobKhanBangash

CentrefbrGovernanceandPolicyjITUniversitylLahorePakistan

Thejudiciaryisanimportantpillarofeverysocietyandtheruleoflawplaysacentralroleinthedevelopment

ofanynationandcountry.WhentheBritishtookoverthePuIUabinnorthernIndiainMarchl849, ithada

veryrudimentaryjudicialsystemandlawlessnessandpersonalpreferencesruledtheday､Howevel;withthe

usheringinofBritishrule,asystemoforganisedlawandthejudiciarywassetupculminatinginthe

establishmentofthePuniabChiefCourtinl866whichwaslaterraisedtothedignityofahighcourtinl919.

TheaimofthispaperistotracethedevelopmentoftheruleoflawandthejudicialsysteminthePuljabfi･om

theadventofBritishruleinl949tothecreationoftheLahoreHighCourtinl919・Usingprimarysources

thispaperwillshowhowcodifiedlawandajudicialapparatuscameintobeinginthePunjab,howdidthey

peoplereacttosuchchanges,andwhatweretheimmediateandmediumtermresultsofsuchanintervention.

ThepaperwillalsoinvestigatethesociologicaleffectsoftheintroductionoflawandlawcourtsinthePuIUab

usingthereportsoftheDistrictMagistrates.Ultimatelythispaperwillenableustobetterunderstandthe

changesbroughtintothePuniabduringBritishruleandthelaIgerimpactoftheintroductionofcodifiedlaw

andlawcourtsintheprovince.

42



日本語パネル(5B12教室）

9月24日 （日） 12:35.14:40

PanelinJapanese/Room5B12,Bld・No.5

24Sep.(Sun.)12:35-14:40

滞日インド人商人における「資産」の動態（1880-1950年代） ： 「還流」 と外的環境

DynamicsofAssetsinthelndianmerchantsinJapanl880s-1950s:
CirculationandExternalEnvironment

司会

大石高志神戸市外国語大学

報告者

大石高志おおいしたかし神戸市外国語大学准教授

佐藤宏さとうひろし 日本南アジア学会学会員

伊藤泉美いとういずみ横浜開港資料館主任調査研究員

陳來幸ちんらいこう兵庫県立大学教授

コメンテーター

西村雄志（関西大学）

前回の第29回全国大会において､共通論題セッション"Kobe-IndiaHistoricalConnectivityin

theCircularDynamicsofSouthAsiaandlndianOceanWorld''を行った。本テーマ別セッショ

ンは､新しく見出した史料の活用や新しい報告者の参加などによって焦点や広がりなどを更新し、

昨年のものを展開させている。つまり、昨年は、インド人商人の広域ネットワークの日本到達と

貿易経済活動、神戸での居住と土地・家屋などの不動産取得、神戸での宗教や慈善上の活動、第

2次大戦期から戦後の資産の凍結や返還問題などを総合的に扱い、共通論題としての設定の関係

上、経済と社会、宗教、政治の諸問題が絡み合った結節点もしくは複合的局面に焦点を当てた。

今回は、大石と佐藤が取り上げてきているインド人の商人・滞留者の「資産」の問題に相当程度

特化した上で、新たに陳および伊藤の参加を得て、神戸と横浜、そして、インド人商人と華商と

いう比較の視座を確保しながら、形成と動態を集中的に検証する。

先行研究との関係も含めたセッションの学術的意義は、大きく以下のように指摘することが出

来る。まず、C.マルコヴイッツによって、 「移民」と分別すべき「還流」 として試論的に捉えられ

てきたインド人商人の広域ネットワークの形態と性格に関して、その実証的検証を、神戸や横浜

という滞留先定点における不動産や動産、人的資本、社会的資本などの配分や構築に関する歴史

的分析を通じて行う。つまり、広域ネットワークでは、家族成員や同郷人、カースト、宗教など

の社会的紐帯とそれを基盤とする信用関係の醸成とそれを活用した財やモノ、 ヒトの「還流」が

基盤であり、結果的に､到達先地点（たとえば神戸）での固定資本の構築や外部の資本/関係性へ

のアクセスにおいて抑制性が生じたという従来の仮説を意識しながら、戦前日本での不動産取得

や日本側との連携/共同出資などの詳細も含めて歴史的に検証する。

また、 「資産」を取り巻く外部的環境の問題にも焦点を当てる。神戸と横浜は、 「開港」後の外

国人向け居留地の設定という共通の歴史的文脈を持ちつつも、 日本人との雑居を認める地区の設

定やその認可形態などに違いが生じたので、こうした相違が「資産」の動態に与えた影響を検証

する。加えて、本セッションでは、第2次大戦期から戦後1950年代にかけてのインド人の「敵

性資産」問題やその返還問題をあらためて歴史的に問い直す。つまり、 50年代の資産返還だけを

取り上げて戦時敵対関係を超えた日印の相互理解や友好に結び付けて理解してきた従来の理念的

解釈とは距離を置いて、ここでは、大戦期以前の「資産」の具体的実態や戦中・戦後期における

政治的確執・敵対と印パの分離独立、戦後秩序形成などの同時代の諸文脈のなかで、検証する。
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戦前の神戸/大阪におけるインド人商人の「資産」

新史料を踏まえた歴史的動態の分析

大石高志

神戸市外国語大学

大石は、第29回全国大会での共通論題セッションG<Kobe･IndiaHistoricalConnectivityinthe

CircularDynamicsofSouthAsiaandlndianOceanWorld''で、 "Indianmerchant

intra･regionalnetworksandKobe:ConjunctionsandCirculationinThfade,Assetsand

Rengion"と題する報告を行い、そのなかに戦前の神戸でインド人商人が登記した土地と家屋の

不動産の歴史的趨勢について過渡的な調査結果も組み込んだが、今回の報告では、登記に基づく

調査に加えて、新たに見出した、昭和10年代半ばに日本政府の指示で行われたインド人を含む外

国人の資産に関する集中的調査と、銀行など金融機関関係の内部事業史料とを参照することによ

り、 「資産」の動態に特化した網羅的かつ系統的な把握を試みる。

具体的には、神戸/大阪にインド人商人が滞留するようになった1880年代から1940年代まで

を時間軸として、どの地域・地区にどのような不動産が確保されたかを可能な限り把握するとと

もに、 日本に固着されなかった資本が、預金や株式などのかたちでどの程度担保されたり、どの

ような経路で日本以外のどこに送金・投下され何や誰に供せられたりしたかを明らかにする。

こうした動態を規定付けるものとして、いくつかの要素が想定されよう。 1つは、インド人商

人やそのネットワークの内的な論理である。神戸/大阪に、家族成員やコミュニティ・メンバーの

誰が、どのくらいの期間、滞留するかという問題である。具体的には、男性単身での滞在が基本

であった状況から、一部、配偶者の同伴が生じてくるジェンダー上の変化や、それに伴う子息/子

女も交えた家族の形成である。 2つ目は、経済的機会の動態である。特に、綿製品や絹加工品、

マッチ（燐寸)、ガラス製品、玩具類などの主要輸出品には、世界大戦や世界恐慌、ブロック経済

台頭などの大きな外的環境での動態のほかに、個別の商品ごとの台頭、停滞、衰退などが生じて

いた。 3つめは、神戸/大阪においてインド人が資産を形成する環境である。永代借地などの制度

的側面のみならず、地価や税金などの経済的な問題があろう。 4つ目は、不動産ではなく、 日本

人スタッフなどのより人的リソースや、会社組織や業界団体などを含む社会的関係が、どのよう

に確保される可能性があったかという問題である。

全体として、不動産と動産の配分や人的資本や社会的資本の活用などについての趨勢と特徴を

析出し、 C.マルコヴイッツがインド人商人の広域ネットワークに関して試論的に示した「還流」

とその理解について、実証的に検証する。また、本報告では、神戸/大阪におけるインド人以外の

外国人居留者（中国系や欧米系など）の「資産」についても、史料に即して可能な限り視野に入

れながら傭臓的に捉え、比較の視座を確保する試みを行う。
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横浜山下町におけるインド人の「資産」について

永代借地関係文書の分析を中心に

伊藤泉美

横浜開港資料館

本報告は、 1930年代を中心とする横浜山下町（1899年の居留地撤廃以前は横浜外国人居留地）

におけるインド人の資産、特に不動産に関する考察である。横浜におけるインド人の資産や居住

状況については、充分に明らかにされておらず、本報告では主として神奈川県立公文書館所蔵の

永代借地権関係文書に拠り考察したい。

永代借地権とは、幕末に江戸幕府が諸外国と結んだ不平等条約のもと、居留外国人に付与され

てきた特権的土地所有形態で、不平等条約改正以後も1942年4月まで存続した。その間横浜で

は、 1923年の関東大震災で多くの永代借地券が焼失したため、震災後に回復登記や抹消手続など

が行われた。その際の神奈川県庁担当部局の文書が、本報告でとりあげる、神奈川県立公文書館

所蔵の永代借地権関係文書である。

この文書は県庁作成文書とともに様々な添付書類で構成されている。たとえば、士地登記簿、

各地領事館文書、相続関係書類、死亡診断書、裁判記録などである。これらは関係史料が少ない

横浜居住インド人について、極めて重要な情報を提供してくれる。今回、永代借地権関係文書を

考察することで、次のことがらを明らかにしたい。

第一は関東大震災前後の横浜居住インド人の不動産（永代借地）の所有状況である。永代借地

権文書には、借地権所有者の氏名、借地の地番・広さ・形、借地上の建物の構造など、不動産に

関わる具体的情報が含まれている。これらから横浜山下町におけるインド人の住居や商館の所在

状況が把握できる。また他の資料、 『在日外国人年鑑』鰯e･"pa"Directazyや火災保険地図など

のデータを組み合わせることで、 さらに詳しくインド人商館の所在状況を明らかにすることがで

きる。

第二は横浜居住インド人社会の状況である。永代借地権文書には、借地権所有者等の氏名や住

所（横浜、神戸、ハイデラバード、シンガポールなど）のみならず、出身地、カースト、宗教な

ど、個人の属性に関わる情報も含まれている。そのため、永代借地という不動産を分析の対象と

しながら、それに関わるインド人社会そのものについても様々な知見を得ることができる。

たとえば、震災後にシンド州のハイデラバードなどに撤退したと考えられる親子の間で、遺産

相続にともなう永代借地権の名義変更が行われている。この場合、横浜不在の遺産相続人は、 さ

らにその後、永代借地権を横浜居住のインド人に売却したり、横浜市に永代借地権を返還したり

するケースが散見される。こうした遺産相続に関わる文書からは､家族･親族の構成のみならず、

震災後のインド人の事業展開の状況を推察できる。横浜での事業中断、神戸への移転、 日本での

事業終了と撤退、あるいは横浜での事業再興などの状況が明らかになってくる。これはまた、横

浜在住インド人ネットワークの地域的広がりを知ることにもつながる。

また、 1930年代の関東大震災復興期および1950年代の戦後復興期において、インド人の横浜

復帰誘致策として、 日本絹業協会や横浜市役所などがインド人用の店舗兼住居を建設した。それ

らの所在地のいくつかには、現在もインド系の不動産が存在している。この点も含めて、横浜に

おけるインド人関係資産（不動産）の継承性についても考えていきたい。
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神戸華商における「資産」形成とその動態（開港-1950年代）

陳來幸

兵庫県立大学経済学部

本報告は神戸華商の「資産」をめぐる論点を整理し、滞日印度人商人の「資産」の在り方との

比較を念頭に、両者の共通点と相違点を明らかにすることを目的とする。神戸華商についてはア

ジア域内貿易を中心とする交易の担い手としての考察があるが、その日本における居住や資産の

状況については充分に明らかにされてきたとはいえない。居住国日本と出身国（清国・中華民国／

英国・印度） との両国間条約の相違、 さらにはそこに働いた相互主義に留意すること、加えて外

国人の進出に対応した日本の法制度の整備との関連を詳らかにすることが重要であると考えられ

る。

このような前提条件を抑えたうえで、まずは1868年の開港以降神戸華僑がどのような居住就

業形態をとり、 さらに進んでその資産形成を可能たらしめたのかを整理する。①無条約国民とし

て山手や栄町等制限的雑居地に集中した初期居留地時代、②1871年日清修好条規締結以降、③

1896年日清通商航海条約締結以降、④1899年居留地撤廃による外国人の内地雑居解禁以降、⑤

1926年外国人土地法施行以降､⑥戦後GHQ占領期､以上の時期に区分することが可能であろう。

19世紀末から20世紀初頭にかけて、山手など制限的雑居地にて民有地を借地する形態は両者

共通に見られたが、当初より外国人居留地に進出した英国籍商人は永代借地権から地上権設定へ

の転換を図るが、華商は日本人名義の利用あるいは帰化による日本国籍の取得によって実質的工

場経営や資産保有を図るという違いが見られる。しかしながら、 1899年7月、内地雑居の実施と

同時に発せられた勅令352号以降、中国人の入国と就業については欧米人とは全く異なる扱いが

なされた。 日本が必要とする理髪業や料理業従事者以外の新たな雑業者の入国と就業は厳しく制

限され続けたのである。第二次大戦終戦直前に実施された「在本邦外国人に関する統計調査」に

基づくと、神戸華僑は1942，43年時点でも、旧雑居地（現中央区のうちほぼ旧生田区の範囲）

というきわめて限定された地域に集中して居住していた。神戸の華僑商店（貿易商、テーラー、

塗装業、料理業）の分布状況を合わせて考察することでこの点を論証したい。神戸在住の（当時

の日本籍）台湾人がこのような制約を受けていなかった点を改めて確認しておく。以上のような

特定の中国系移民のみに向けた入国及就業制限の体制（ただし槐偲政権下地域からの入国緩和）

は、戦後1951年の出入国管理令まで続いたと考えられる。

以上のとおり、戦時の日本政府にとって在留外国人の居住実態とその資産を把握することは重

要な作業であった。 日本にとっては華僑は汪精衛南京政府統治下国民であったので、その資産は

相互主義の観点から敵性国民のものとは見なされなかった。敵性とされる英米国籍外国人の在日

資産のように凍結対象とはならなかった点がいま一つの相違点であろう。

加えて、資産形成とその転換の具体例を、三つのタイプにわけて検証する。 （1）民間資産とし

ての福建華商広駿源マッチエ場の変遷、 （2）華僑公産としての神阪中華会館の土地保有から法人

登記、その管理下の中華義荘の拡張と移転、戦後中華同文学校の校舎建設への土地提供までの背

景と現地行政当局介在の問題、 （3）戦後一部日本資産の華僑公産としての接収の問題を可能な限

り掘り下げて実例を示したい。
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インド人、パキスタン人の在日資産返還・補償交渉に関する外交史料

佐藤宏

日本南アジア学会

報告者は、2016年度南アジア学会大会報告において、 "Enemy'' Propertyrestored;howlndian

andJapanesetradersreclaimedtheirassetsafertheSecondWorldWarと題する報告を行っ
た。報告では第二次大戦下の日本に残されたインド人（貿易商）の財産に関する戦後の返還・補

償交渉を紹介し、この問題が、 1952年に締結され発効した日印平和条約と1957年のネル一首相

訪日の間における、 日印間の最大の交渉課題であったと述べた。 しかしながら、そこで用いられ

た外務省史料では情報開示の制約から返還・補償を請求したインド人（貿易商）の全容をつかむ

ことができなかった。報告者はその後、新たに開示された史料において、返還・補償請求者の一

覧、およびパキスタン国籍者からの類似の請求をめぐる外交交渉に関する情報を得ることができ

た。今回の報告では、これら新たな情報を紹介する。

報告の目的は以下の3点である。すなわち（1）戦前および戦後の在日インド人社会に関する

これまでの研究に、返還・補償請求書が確実かつ有益な追加情報を提供すること、 （2）インドと

パキスタンの分離独立が、戦前から日本で活動したインド（およびパキスタン）人貿易商に与え

た影響を考察すること、 （3）サンフランシスコ平和条約締結後のパキスタンと日本の外交関係を

日印関係との比較で考察し、戦後日本のアジア外交における財産返還・補償交渉の意義を探るこ

とである。報告は以下の構成からなる。

はじめに

インド・パキスタン人による返還・補償請求書の史料価値について

インド・パキスタンの分離独立と対日平和条約

1． インド・パキスタンの分離独立と権利義務の継承

2． サンフランシスコ平和条約と日印平和条約

I.

パキスタン人財産の返還・補償交渉一インドとの交渉を背景に－

戦後日本のアジア外交のなかでの財産返還・補償交渉

11.

1II.
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インドにおけるカリフ農耕文化の構成要素である雑穀の栽培化過程と伝播

Domesticationanddispersalofminetaselementsofkharifagriculturalcomplexinlndia

木俣美樹男MikioKimata

東京外国語大学AA研究所

カリフ農耕文化はアフリカ大陸のニゼル川付近で起源し、インド亜大陸のサバンナ地帯にモロ

コシ、シコクビエ、 トウジンビエなどを伴って伝播した。この農耕はモンスーン期に栽培される

イネ科の雑穀やマメ類などの夏作物を条播することなどによって特徴づけられている。インド亜

大陸で1983年から2001年にわたって、6回、延べ2年ほどのフィールド調査を行った。農家で

雑穀栽培について聞き取り、農作業や調理の実演を受け、田畑で生育状況の観察を行い、収集雑

穀等の種子はインド植物遺伝資源局およびパキスタン農業研究所と折半し、それぞれで系統保存

した。その後、分譲を受けた植物種子を用いて栽培試験、生体成分などの植物学的分析などを行

った。東京学芸大学で保存していた雑穀等（収集系統約1万点）は東日本大震災に際して安全保

存のために、イギリスの王立キュー植物園に移管した。

インド亜大陸で起源した地域固有の雑穀には、インドビエE℃力加OChんαか""e""ceqLink､サマイ

Pα"iczmfsz""α"℃"seRoth.、コドラPQWxz/z"nscmbiC"わ""L.、コルネanc"αrinrq"Iosq(L.)Stapf，

コラティ&mrmpz""ぬ(Poim)Roem.etSchult.、ライシャンDg"α"αCr"Cね/α(Nees)A.Camus等が

ある。イネに擬態随伴して、二次的・三次的に栽培化されたものである。カリフ農耕文化の条播

栽培では、ラビ農耕文化の散播栽培によるムギの擬態随伴雑草から二次起源したライムギとエン

バクのような穀物は生じないと中尾(1967)は明言している。 しかし、地域固有の雑穀はイネへ

の擬態随伴雑草から人為選択をされた二次起源作物である。雑穀は一年生植物が多いが、イネ、

コドラおよびハトムギは本来、多年生植物であり、栽培化の過程で一年生的な生活型に人為選択

されたのである。

二次作物であるインドビエ、サマイ、コドラは比較的乾燥に強いことから、デカン高原周辺で、

主に陸稲あるいはシコクビエなどの擬態随伴雑草となり、飼料や保険作物をへて、栽培植物にな

った。ビハールやオリッサ州で起源して、イネ（陸稲）の伝播に沿って南部州に伝播する過程で、

二次作物となった雑穀の擬態随伴雑草から、さらに三次作物が栽培化された。コルネBrac""ia

、腕osQ(L､)Stapfは著しい耐乾性があり、播いて収穫するだけで､干ばつ時には有用な穀物となり、

カルナタカとアンドラ・プラデシュ州境の限られた地域で粗放栽培されている。コラティ艶"γね

pz""ぬ(Poim)Roem.etSchult・は東インドではコドラなどと混播されているが、南インドでは主にサ

マイと混播され、単一栽培されてはいない。混合状態で収穫され、販売かつ加工・調理されてい

る。混合比は降雨量によって変動する (kimataetal.,2000;Kimata,2016など)。また、ライシ

ヤンは19世紀にカーシーヒルでトウモロコシ畑の雑草から栽培化された(SinghandAlora, 1972)。
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バングラデシュのコミュニティ防災

～その実態、課題と成果に関する予備的考察～

Community-baseddisasterriskmanagementinBangladesh:

ApreliminarySmdyonpractice,challengeandachievement

池田恵子

静岡大学

今日、南アジアの防災施策の中心をなすのは住民参加型のコミュニティ防災である。住民参加型のコ

ミュニティ防災とは、地域の災害リスクを軽減し災害に強い地域社会をつくることを目的に、地域住民

が地方行政や市民社会組織などと共に地域の災害脆弱性とレジリエンスを特定してこれを改善または強

化する多様な活動を指す。

バングラデシュでは、 1987，88年と続いた大洪水を機に、土木工学的な「洪水制御」と災害後の救援・

復興からなる災害対策に代わって「洪水との共生」を目指す非構造物アプローチが提唱された。 1997年

の「防災通達」により地方自治の各レベルに防災委員会が導入され、住民による災害予防、警報伝達・

避難誘導、避難施設の住民管理が始まった。2005年、 「包括的防災プログラム(CDMP)」が開始され、

気候変動への適応も視野に入れつつ、住民参加型の災害リスク査定・削減計画が導入された。多くの開

発NGOも地方行政の防災委員会を支援し、また独自の防災委員会を設置している。こうしてバングラ

デシュでは、 とりわけ災害常襲地域に複数の防災住民組織が存在し、警報伝達、防災施設管理、災害リ

スク査定、地域開発計画の立案のみならず、災害時の医療サービス提供システムや洪水予知などまで含

めた多種多様なコミュニティ防災が実施されている。

しかし、バングラデシュのコミュニティ防災に関しては、特定の事業の紹介やその成果の分析がなさ

れているだけで、コミュニティ防災の取組を統括する形でその普及の実態や成果・課題を把握する調査

研究は行われていない。一方で近年、コミュニティ防災事業の「ハーモナイゼーション」が必要だとド

ナー団体から指摘されている。すなわち、コミュニティ防災を実施する支援団体が多すぎて、個別に別

手法でリスク査定や地域開発の立案・実施や災害時の対応を行い、現場を混乱させているという。何よ

りも、防災住民組織は急増したにも関わらず災害の被害は出続けていることから非構造的アプローチそ

のものの限界にも目が向けられている。コミュニティ防災の一般的な課題として、住民参加型であるが

故のミクロな権力政治、マイノリティーや女性の参加の限界などが指摘され、災害脆弱性の改善を地域

社会に責任転嫁する「災害リスクの脱社会化・個人化」であると批判されてきた。 しかし、バングラデ

シュのコミュニティ防災の全体像を視野に入れた場合、どの程度これらの批判が当てはまるのかは、不

明である。

本報告は、本格的に開始されて20年余りを経過したバングラデシュのコミュニティ防災の全体像を

把握する研究の実施を前提とした予備的調査の結果を報告するものである。 1990年から2016年まで

に公刊されたバングラデシュのコミュニティ防災事業に関する学術論文・事業報告書類のシステマテイ

ック．レビュー結果に加え、報告者が1990年代以降現在まで行ってきたバングラデシュ各地の調査結

果を補足的に用いつつ、 1）バングラデシュのコミュニティ防災の普及状況、事業内容、担い手である

住民組織の構成・役割などの基礎情報を整理し、 2）先行研究・報告においてコミュニティ防災の課題

と成果がどのように認識されてきたかを整理して報告する。バングラデシュのコミュニティ防災の全体

像を把握することは、地域の固有性との関係においてコミュニティ防災の課題と成果を理解することに

資し、他国との比較研究を可能とするものである。
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パーンチャラートラ派における現象世界の創造説一『ラクシュミー・タントラ』の

prakrtasrSti説を中心に－

TheMaterialWorldTheoryinthePaficaratraCosmogony:Focusmgon

prakrtasIFStiintheLakSmItantra

三澤祐嗣(MisawaYUji)

東洋大学東洋学研究所。奨励研究員

パーンチャラートラ派は、ヴィシュヌ派の中でも最も古くに起こった宗派の一つである。この

派はサーンキヤ思想の初期段階と密接な関係を持ち、その思想の哲学説を取り組み、 さらにはヴ

ェーダーンタ学派の理論を折衷させることにより、壮大な宇宙論を構築した。彼らの教義はヴイ

シュヌ派の理論構築を担うものであり、この派はすでに衰退しているにも関わらず、南インドで

今も存在するシュリーヴァイシュナヴァ派へと教義が受け継がれるなど、その影響力は大きい。

パーンチヤラートラ派では､教義上108の聖典があるとされるが､『ラクシュミー･タントラ』は、

体系的に教義が説かれたているため、同派の主要な文献の一つと考えられている。およそ9世紀

から12世紀の間に、南インドで編纂されたことが示唆されている。この書の主要なテーマの一つ

はパーンチヤラートラ派独自の哲学と宇宙論であり、様々な思想を自由に取り入れ、折衷してい

る。さらに、それらの要素を統合するものとして、女神ラクシュミーのシャクティ （宇宙の根源

力）を最高の形而上学的原理に据えようとしているところにこの書の特徴が表れている。そのた

めに、『ラクシュミー・タントラ』はパーンチャラートラ派のテクストの中で特別な地位を占めて

いるのである。

『ラクシュミー・タントラ』の創造説では、他のパーンチャラートラ派の文献と同じく、現象

世界の創造を§uddhetarasrSti (不浄なる創造） と呼び、 suddhas"ti (清浄なる創造） と区別して

考えられている。特に、サーンキヤ思想の影響が強く見られるが、単にその思想を借用しただけ

でなく、他の思想とも折衷、融合させ、独自の理論を築いている。そのために、インド思想史上

においても重要な位置を占めいていると考えられる。

本発表では、 『ラクシュミー・タントラ』第5章で中心的に説かれるprakrtasrSti説に着目し、

現象世界の創造について分析する。その際、サーンキヤ説や他のパーンチャラートラ派の文献も

参照し、その詳細な内容の解明に努める。 さらに、これにより、パーンチャラートラ派の宇宙論

における古典思想の影響関係や思想史的展開の解明を目指す。
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オリヤ語における2つの非人称構文

TwoimpersonalconstructionsinOdia

山部順治yamabe@post.ndsu.acjp

ノートルダム清心女子大学

キーワード：オリヤ語（インド・オリッサ州、印欧語)、言語学、文法、動詞「なる」

本発表は、オリヤ語の文法の一角に関して、言語学的観点から事実を記述する。

オリヤ語の動詞〃e- 「なる、 happen,become」は、 4構文で補助動詞*として使われる(*印の用

語について下の説明を参照されたい)。 4構文を以下ではA～Dと呼ぶ。例文を(1)～(4)に示す。

(1) A serWi ""M-a""s"""-i 〃肋-αα ""-e.

there bird-voice healeCP get.up(intransitive)-GERhappen-3s

あそこでは烏の声を聞いて起きるにとが生起する)。

卿jkαα〃pα妨i-DaaAzzs"〃j 2"ｿi-i ""-6-a 〃j.
thesesays bird-voice hear-CP get.up(intransitive)-GERhappen-FUTURE-3snot
最近は鳥の声を聞いて起きる二とができない。

(2) B

"To-/e seTWi〃ノーめaa""e-6-a.
me-OBJ there go-INF happen-FUTURE-3s

私は、そこへ行くことになるだろう。

(3) C

(4) D saa7. g加Ⅳ7ZJq-e鋤α”ルロノ'-i "e-ﾉｰe・
sir houFone fbr say-CP happen-PASTE3p (1人を指すpは尊敬を表す）
あの方は1時間の間話し込んだ。

4構文は次のように相違する｡外形に関しては､主動詞*の形態が異なる｡構文Aでは動名詞GER、

構文BとDでは接続分詞CP、構文Cでは不定詞INF・意味に関しては、例文の下線のように次

のことを表す。Aは事態の実現、Bは状況可能、Cは強制、Dは動作の影響が主語へ及ぶこと。

本発表では、上の4構文のうち、構文AとBを取り上げる。両者では、動作主*は指示内容を

欠き、文脈により人一般･私．あなたなどと様々に解釈される。つまり、両構文は非人称impersonal

である。さらに、主語*を標示することがない。 （これに対し、構文CとDでは主語が明示される：

例文(3)"o-re「私-OBJ」のような目的格の名詞、 (4)saar「あの方」のような主格の名詞｡）

論証することがらは、次の2点である。第1に、両構文は、統語的構造に関して、対照的なし

かたで異なる。すなわち、構文Aは非人称の堂動態impersonal匹望i空であり、構文Bは非人称の

生動態impersonalagmgである。第2に、両構文のこの統語的相違は、それぞれの構成要素の文法

的特徴に動機付けられている｡すなわち､Aが受動構文であることは動名詞GERの特徴に､また、

Bが能動構文であることは接続分詞CPの特徴に、あるていど還元することができる。

*用語補助動詞＝(主動詞によって表される)動作について､特定のアスペクトを取り上げたり、

モダリティーを加えたりする働きをしている動詞。主動詞＝動詞を2個含む文において、動

作を表すほうの動詞。例文(1)(2)では班泓‐ 「起きる、get.up｣。

動作主＝意味的に、する人。主語＝文の構造において卓越的位置にある名詞。

記号C類別詞、CP接続分詞、GER動名詞、 INF不定詞、OBJ目的格、 p複数、 s単数、 33人称
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誰がために葎は咲く-2017年マニプル州政治の転換

村上武則

東京外国語大学

BJP(インド人民党)の優勢かと事前に予想されたマニプル州議会選挙の結果は意外に

も獲得議席数で国民会議派の勝利に終わり、その後の少数政党を取り込んだ多数派工作

の成功によって結果的にはBJP政権の誕生を見た。開票後の連立協議の過程においてお

よそ有権者多数の意思を尊重しているとは考えられないような非民主的政治取引によっ

て誕生した新政権は、州首相ノントムバム・ビレン・シン自身も国民会議派からの鞍替

え候補であり、実のところ反・国民会議派であること以外の共通項やBJPのヒンドゥー

卒卜主義イデオロギーとの親和性を政権内に見出すことは難しい。まずは近年のマニプ

ル州政治とその課題の軌跡を振り返りつつ、マニプル州初のBJP連立政権はどこまで

「新しい」政権なのか、誰のどのような意図と希望を担わされているのか、 といった問

題について、現地メディア(メイテイ語、英語)の報道分析と住民との対話による聞き取

り調査を基礎に据えながら政権交代の鍵となった少数政党、複数の政党を渡り歩いた鞍

替え候補たち、加熱報道の果ての話題崩れに終わった人権活動家イロム・シャルミラ

ー、およびマニプル州国民会議派12年間の長期政権を担ったオクラム・イボビ・シン

とその一族のプロファイリングを併せて分析を試みる。

発表者は選挙期間を含む2017年2/15から3/29までの間インパール市内の少数民族

集住地域であるトライバル・コロニーのヴァイペイ人一家庭に滞在し、南部丘陵地域の

チャンデル地区、チュラチャンドプル地区の村落訪問を繰り返すと共に市井の暮らしに

基づいて選挙の様子を具に観察する機会を得た。選挙以上に住民の生活に直接的影響を

及ぼしていた139日間に亘るナガ統一評議会による幹線道路の経済封鎖とガソリン危

機、その原因となった前政権の州行政区新規分割案、 さらにその背景にあるマニプル州

の民族対立、そしてこれらの状況に対して北部のナガ、中央盆地のメイテイとも異なる

南部「クキ系」集団からの視点について、この呼称の実態と妥当性についても検討を加

えながら選挙期間の前後にマニプル州に何が起きていたのか、現地住民は選挙という非

日常の中で何を思いながら変わらぬ日常を過ごしていたのか、 といった報道からは見え

て来ない現実についても時間の許す限り報告するつもりである。そして、選挙の熱狂と

同時にそこはかとなく漂っていた「違和感」 と 「しらけ」の正体について考える契機を

提示したい。
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インドから東南アジアへ

－宗教団体の出版戦略と伝播するイスラーム思想一

須永恵美子

京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科特任助教

南アジアのムスリムは早くから書物の伝統を重要視しており、聖典クルアーンをはじめとし、

経典解釈書、預言者や教友の歴史書、宗教学校の教科書、各種団体のパンフレットなど、様々な

場面で出版物を活用し、 「書物を信頼する文化」を作り上げてきた。特に、ウルドウー語は各地の

マドラサ・モスクで主要言語とみなされてきた歴史もあり、カラチ、ラホール、デリーを拠点に、

大量の印刷物が刷られ、流通している。

こうした出版物の流布により、南アジアという域内にとらわれない活動も可能となっている。

例えば、インドのデーオバンド学院ダールル・ウルームの出版した書籍が海賊版コピーや翻訳さ

れて東南アジアに伝わり、それに感銘を受けた学生が現地でデーオバンド系の塾を開くことが可

能となっている。そのほかにも、 Sevea(2009)が指摘するように、パンジヤーブで始められたアフ

マデイーヤ教団は、パキスタンでは異端とされて公的な活動が制限されているゆえに、ウルドウ

ー語と英語で積極的な出版活動を展開しており、世界各地に自らのクルアーンや教則本を配布し

ている。

本発表では、 ミャンマーを中心とした東南アジアにおいて、南アジア系の出版物がどのように

流通しているのか、その傾向と特徴を明らかにする。

ミャンマーにおいて､最大のムスリム集団は20世紀初頭に移住したインド系のムスリムであり、

彼らはウルドウー語を宗教学校の必修科目としてきた［斎藤2010:38]。現在の若年層ムスリムの

間で、母語はビルマ語になりつつあるものの、イスラームの言語はウルドゥー語という認識はい

まだ共有されている。

ミャンマーのヤンゴンを中心に収集された宗教書を見てみると、インドのマドラサであるのデ

ーオバンド系、宣教団体のタブリーギー・ジヤマーアト系、先述のアフマデイーヤ系の書籍が多

く流通していることが明らかになった。その数は、いわゆるバマームスリム（ビルマ土着のムス

リム）の出版物の数を上回っており、 ウルドウー語からの翻訳が多いことも特徴としてあげられ

る。

こうした出版物の輸出入・翻訳・消費を通して、南アジアのイスラーム組織がどのように海外

展開をしているのか、その一端を追うことを本発表の目的とする。

Sevea, IqbalSingh.2009.TheAhmadiyyaPrintJihadinSouthandSoutheastAsia, inR.M.Feenel;T

Seveaeds・ん〃腕icCo""ec"o":A4脚3"腕SOcie"es加Sひ”ルα"dSり"肋e"I4siq.Cambridge

UniversityPress,pp・ 134-148.

斎藤紋子2010. 『ミャンマーの土着ムスリム：仏教と社会に生きるマイノリティの歴史と現在』

風響社．
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神の物語から、 「私」の物語へ

－インド、HW患者支援施設で製作される模様染色布デザインにみられる試み

松村恵里

金沢大学国際文化資源学研究センター

本発表では､南インドのHⅣ感染患者を支援する施設が運営する工房で製作される模様染色布

のデザインに注目し、病を身体に抱える製作者たちが描こうとするテーマが、 「伝統的」な宗教的

テーマのみにとどまらず、 自身の日常的なテーマにまで及んでいるという、デザインにおける変

化の意味について検討する。

アーンドラ・プラデーシュ州にある、フランス人夫妻が運営するこの施設は、基本的に、病院

を夫が担当し、妻が布の製作・管理も含めて工房を担当している。ここで継承されている技術は、

「伝統的」カラムカリの製作地である、シュリ ・カーラハステイで技術を学んだ製作者から指導

されたものである。製作者たちが病を抱えた患者であるという事情から、行われる訓練は緩やか

なもので、指導者以外、その技術レベルは決して高いとはいえない。 しかし、従来型的な製作者

とは異なり、この施設に通う患者でもある人々は、時に、 自らの身近な家族や、幼いころの思い

出、あるいは、理想とする生活などを描くことがある。彼らが描き出そうとするものは、 「伝統的」

なデザインと何が異なるのか｡両者を比較しながら、本発表において、描かれるテーマの変化が、

製作者や工房にとって何を意味するのかについて考察してゆきたい。

インドでは、一般に「カラムカリ」 と呼ばれる模様布が製作されている。もともと寺院掛布で

あったとされるカラムカリという言葉の由来は、 「ペンや筆を用いた仕事」を意味するといわれて

いるが、現在では、型染や顔料で描いたものまで広義で捉えられているのが現状である。アーン

ドラ・プラデーシュ州で製作される「伝統的」 といわれるカラムカリでは、 ヒンドゥー教の叙事

詩や神々の姿が描かれてきた。 しかし、デザインやモチーフは、政府を含む外部からの影響を受

けながら、幾度かの変化を遂げてきたといえる。

近年のシュリ・カーラハステイにおける大きな動向は、2004年以降の新しい経済的支援計画と

NGOの始動である。これにより、カラムカリの用途が服飾用布地へと変化し、それに合わせて、

デザインの簡略化もみられるようになった。さらに、カラムカリの知名度が増し、外国からの注

目が集まるようになると、 「伝統の真正性」が追及される一方で、 「伝統性」からの逸脱にはこだ

わらない、斬新なモチーフが用いられるようになった。その傾向は、シュリ ・カーラハステイを

離れた町に設立された、HIV感染患者支援施設で強くみられるようになり、 「伝統の真正性」を

主張する作品が作られると同時に、 「私の物語」を中心とした世界が広がり始めたのである。

製作者たちのほとんどが､HⅣ保持者であるという状況は､同時に彼らの貧しさも表している。

しかし、病と貧困を抱える人々が布上に表わそうとしているのは、現実世界では弱者とされる自

分の、元気でたくましい、生き生きとした様子である。 「伝統的」デザイン製作において、製作者

たちを宗教的世界と結び付けていたカラムカリは、彼等にとって、収入のための仕事であると同

時に、死と隣り合わせだった「私」を生に執着する存在へと転換させ、彼らの物語を外部に向か

って発信する役割を果たし始めているといえる。
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スリランカの紅茶産業におけるこどもの教育状況と親の教育意識

一経営形態の視点から一

Schoolattendanceandparent'Sperception

amongdifferenttypeSofmanagememmSriLankaTeaindustry

福田祐子(YukoFukuda)

東京大学・大学院新領域創成科学研究科・博士課程

スリランカは1948年に英国自治領として独立し、 1974年には共和国として英国領から完全独

立し、経済の成長とともに社会も発展してきたが、農園部に居住するこどもの取巻く環境や貧困

によるこどもへの影響が懸念されてきた(Jayawaredenal984,Gooneskerel993,andWilling2004)。

スリランカは､ブラジル､インドに続き世界第3位の大きな農園労働力人口を持ち(Koudithuwakku

andPriyanath2007) 、紅茶はスリランカの農園の代表的生産物である。紅茶産業では1972年に大

規模農園の国有化、 1992年以降は民営化という変遷をたどり、近年では小農経営が推進・増加す

る傾向である。大規模紅茶農園は学校・商店・病院などもある自己完結型のコミュニティではあ

るが、それらの設備は必ずしも十分であるとはいえず、学校のレベルも初等教育・中等教育の義

務教育レベルの学校が多い。 1997年に農園部では農園主の責任における義務教育から、国の責任

による教育制度となり、多くのこどもに教育の機会を与えた。近年、教育の重要性は増し、教育

年数だけではなく、教育の質の重要性についてもしばしば指摘される。 2010年に長らく続いた民

族紛争が終了し、 IT分野の発展による情報量や人びとの往来の自由の拡大は、人びとの意識に

も変化を与えつつある。本研究では、紅茶産業における半公営大規模農園・民間農園・個人農家

という経営形態に注目し、従事する経営形態の違いによりこどもの教育と親の教育環境に対する

意識との関係を考察した。

本研究では、 2008/9年に実施された「こどもの活動調査」 (ILOとSriLanka統計局）データの

2次分析を行い、居住地域（都市・農村・農園・農家）ごとにこどもの在籍状況や留年状況に違

いがあるのかについて考察するとともに、 2013年から2014年にかけて半公営大規模農園・民間

農園・個人農家が混在する南部州マタラ県コタポラ郡で実施したフィールド調査データをもとに

考察した。本調査における対象者は5歳から17歳のこどもとなり、 「こどもの活動調査」の対象

者は6119人、フイールド調査における対象者は534人である。

本研究から明らかになった点は「こどもの活動」調査から農園部のこどもは都市・農村・農家

のこどもよりも学校の不在籍率が高く、コタポラ郡における「紅茶業の経営形態別」調査では、

民間が経営する農園の労働に親が従事しているこどもの方が不在籍傾向にあることがわかった。

また、こどもの留年状況においても、在籍状況と同じ傾向を示しており、農園部のこどもの方が

留年傾向にあり、民間農園の労働に親が従事しているこどもの方が留年傾向にあった。

また、コタポラ郡では、こどもに望む教育レベルとこどもたちが通学する学校の満足度につい

て調査・考察したところ、紅茶栽培を営んでいる個人農家の人びとの方が、学校施設や自宅から

学校までの距離に対して不満足と回答している比率が高く、また教員の質や授業内容の質に対し

ても半公営農園や民営農園に比べ、満足度が高いとはいえなかった。当初の仮説では、教育設備

の整っていないと思われる学校に通っている農園のこどもの親たちの方が通学する学校に対する

満足度が低く、より設備の整っている学校に通っている紅茶農家のこどもの親たちのほうが、学

校に対する満足度が高いと推察していただが､調査の結果､満足度が低いことが明らかとなった。
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Food,TbChn0logyandchangingculinaryscapeinSouthAsia

Convenors

IshitaDey(AmbedkarUniversityDelhi)

ChihiroKoiso(KanazawaSeiryoUniversity)

Chair

ChihiroKoiso(KanazawaSeiryoUniversity)

Presenters

VineetKumar(DI:BhimRaoAmbedkarCollege,UniversityofDelhi)

IshitaDey(AmbedkarUniversityDelhi)

TakashiShinoda(DaitoBunkaUniversity)

Discussant

ChihiroKoiso(KanazawaSeiryoUniversity)

PurposeoftheSession

Thispaneldrawsuponworksexploringthe interfacebetweenthe 6kitchen'andmediatechnologies,

technologiesthattransfbrmdietandproductionof6filsion'fbodtounderstandhowtechnologyhasshaped

theproductionanddistributionoffbodincontemporalySouthAsia・Tbchnologyhasplayedacentralrolein

thespatialreouganizationofthekitchen.HoweveI;thetechnologicalchangesarenot inisolationofthe

culmralrubricsoffbodculmred・Foodiscodedwithsymbolicmeaningsandit isnocoincidencethat

anthropologicalandhistoricalworkspointtosystemsofsignificationsynonymouswithfbodproduction

acrosscommercialanddomesticspaces.Howdoestecmologiesoffbodproductionnegotiatewithexisting

systemsofsignification？Dotheytransfbnnthem？Ifso,dotheytransfbrmfbodhabits？

Theroleoftechnologyhasbeenwelldocumentedinthestudiesonfbodbiographies,withafbcuson

fbllowingsinglecommodities.Mostofthesestudiestlytounderstandtheimpactintennsofthechangesat

therealmofproductionanditsimpactsonideasofworkmanship-beitindustrialoraltisanal.Theyalso

tellusofautomation,deskillingorspecializationoflabourfbrceintheproductionline. Isthereawayto

revisitfbodsmdiesfiomtheprismoftechnologybeyondanunderstandingofitsimpactintennsofcooking

tecmologies？Culinarypractices，acrosstimeandspacehasundeIgoneadrasticchangeandtheroleof

printing,digital,visualfbnnsareenonnousinre=shapingfbodproductionaswellasmeaningsoffbod.The

discourseonidealfbod, idealdietandhealthdiscoursesaroundfbodregimesaresomeoftheinstancesof

tecmoscientificcontrol.

But，dothesechangestellusaboutchangingtechne？Isthereanewkindofidiomoftechnological

imaginationthatweseeintheassemblageofideas？Howdoesittransfbrmtheculinaryspaceandculinary

idiom？Tbcmologicalinnovation,beitmarriageofnewitemswitholdintermsoftechniquesoringredients

requires innovation, interventionandadaptation・Howevel; theuseoftechnolog/ isnot limitedto

productionanddistributionbutalsohowitcreatesanidiomofaestheticisationofculinaryspaceandthe

culinary. Intherecenttimes,theintroductionofnewmedia, inpalticulal;demandsattention.Newmedia

technologiesintherealmofdigitalplatfbnnshasnotonlyredefinedthecookingspace,butalsocreated

campaignsaroundfboditems・ApartfiFomtheroleoftechnologyintransfbrmingkitchen,creatinganew

categolyoffbod,doesitfUelachangeinthechangeinfbodhabits・Thisrequiresacomparativesmdyof

howtechnesshapetaste.Inthispanel,weproposetoexplorethechangingtechnethroughthreevignettes-

thekitchen, filsionfbodandfbodhabitstoexaminethechangingnatureoftechnology5 emelging

culinaryscapeandareexaminationofthekitchenincontemporarySouthAsia.
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TheEmergenceofTbchnologyinSingle'sKitchen:FromPreSSureCookertoHaShtag

VineetKUmar

DI:BhimRaoAmbedkarCollege,UniversityofDelhi

1℃chnologybasedculinarypracticehasofienledtobetteruseofavailableresourcesefficientlyinSingle's

Kitchen. Intennsofthecomfbrtsandsubstitutewithrespecttotheusageoftechnologyitsatisfiesmany

needsatvariouslevels includingtheemotional thrustofthepractitionel: It isthesoleI℃asonthatthe

adveltisersalthoughinheritingthemostmodernoftecmologiescouldnotescapetheemotionsofculinaly

placticeandnostalgiaintheirwork.So,therelationshipbetweenSingle'sKitchenandT℃chnologybecomes

aprominentareaofsmdyb

Secondly5tecmologybasedresourcesandtheirusagenotonlybecomesanewculinarypracticebutalso

becomesapointofculturalconveIgencetocreateanewsenseoffbodpreservationandtheSpacedynamics

ofSingle'sKitchenitself

ThirdlyjalthoughtheactofcookinginSingle'sKitchenisasolitarypracticebuttheknowledge-sharing

recipes,cookedfbod,andlivedexperienceetc・becomesapartofpublicdomainthroughdigitalmedia.

Thereby5digitalmediawhichincludesseveralsocialmediaplatfbnnscreateasenseofdemocratizationof

technologyb

Thispaperwouldattempttounderstandthenewlyeme屯ing/fbnninginteFrelationshipamongSingle's

Kitchen,culinalypractices,showcasing/knowledgesharingvis-a-vistechnologyh
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Cadbmywedssweets:Marriageoftastesandsenses

IshitaDey

AmbedkarUniverSityDelhi

Bengalisweetsiscommonlyassociatedwithcﾙﾙzz"q(coagulatedmilk)oneoftheintennediatemilkbase

usedinsweetindustryacrossBengal.Despitemechanization,theskilltoboil,fryandcookcﾙﾙα"α, in

otherwordstotransfbrmcﾙﾙα"αtocookedproduct ismediatedbyworkhierarchiesthatareshapedby

caste, religionandotherkinties.Thougheffbrtsofmechanizationhasproducedtinnedsweets, the

introductionofanewcampaigntobringtheworldofcadburyandmishti(Bengaliwordfbrsweets)in2012

hascreatedanewkindofaesthetisationoftaste, labourandtechnological idiom-theidiomofCadbuly

Mishti.AcIosereadingofthiscampaignshowshow.culmralsymbolgassociatedwith｡Bengali' identity

finditswayinthebrandingofchocolatemishti・Throughanethnographicexplolationofonespecific

campaignthatrevolvedaroundmarriage, thepapertriestounderstandhowtechnologybecomesan

interfacetocreateamarriageoftasteofchocolateandsweetaswellasanalliancebasedkinshipbetween

twoobjects.Themarriageoftwoobiectsthroughtechnological interfaceinabrandingcampaignsuchas

CadbulyMishti isnotfreefi･omthedominantHindurituals,orkintiesthatdominatemarriagefestivities.

Inotherwords, itdrawsuponexistingsystemsofsignificationtoc雁ateanewproduct. Inthispapel;

throughthecampaignaroundthethemeofma汀iagelshowhowtechnologyinterfaceswithsystemsof

significationtocreateamythicalweddingextravaganzaoftwoobiectstomakecadburypaltoftheMishti

lifeworldthroughmarriage.
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TransfOrmatiOnofhodhabitsinModernIndia

T初k"hiShinoda

DaitOBunkaUniversity

Thispaperaimstoanalyzetheparticularitiesoftransfbnnationoffbodhabitsinmodemlndia廿omthe

angleof(1)materialbasisandtechnologyofkitchen(2)demographictransition,and(3)mealpatterns, in

comparisonwiththeexperiencesofJapan.

ThetraditionalkitchentecmologyiscloselyassociatedwithUchishoku(homecooking),biomassfUels,

ruralareas,andbackwardclasses,whilegas/LPGrangesismoreassociatedwithGaisyoku(eatingout),

fbssilfilels,urbanareas,andadvancedclassesinlndia

Demographictransitionhasworkedasadrivingfbrcetotransfbnnfbodhabits. Indiahasjustenteredinto

theperiodofdemographicbonusfromtheearly2010saccompaniedwithvigorousconsumptiononfbod

andotheritemsinmetrourbanareas.

AIso,thedevelopmentofGaishokuandNakashoku(HMR)hasplayedastheimportantchangefactorinthe

post-warJapan,whilethechangeinthetasteandrepertoryofUchishokuhasbeenthemostvisibleand

importantchange inmodernlndiaThischange isaccompaniedbythe increasinguseofprocessed

fbodstuffS,whichcanworkasapowerfulchangefactorofdietacrossurban-ruralbarriers,giventhe

diffilsionofkitchenandangeswithfbssilfUelsinmralareas.
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